
Photo Gallery 2011-2012

災害対策委員会の活動
防災意識の向上をめざして

震災対策会議の紹介・防潮板完成
職員アンケート
家庭での備え

平成24年度事業計画
社会貢献

私たちにできること・僻地医療事始め
「とくしま協働の森づくり事業」へ参画

第2回  川島病院 市民公開講座
2011年業績集

川島ホスピタルグループ広報誌 

医療法人  川島会
●川島病院

  ●鴨島川島クリニック  ●鳴門川島クリニック  ●脇町川島クリニック

社会福祉法人 飛鳥
ケアハウス   ●在宅介護支援センター   ●デイサービスセンター   ●ヘルパーステーション

川島ホスピタルグループ広報誌　第10号　2012年9月発行　発行／川島ホスピタルグループ
〒770-8548　徳島市北佐古一番町1-39　TEL.088-631-0110　FAX.088-631-5500

編集／川島ホスピタルグループ・広報委員会    川島ホスピタルグループホームページ http//www.khg.or.jp    印刷・製本／太陽高速印刷(有)

2012 Autumn
Vol.10

特 集

災害対策
川島病院にできること

へ き   ち

K ind 優しい

H onest 誠実な

G rowing 伸びゆく



2012 Autumn
Vol.10

Contents

2

17
16

22

23

34

33

特 集 災害対策 ―川島病院にできることー

災害対策委員会の活動 災害対策委員長 板東高志（歯科医師）

防災意識の向上をめざして 災害対策委員 　清水一郎（臨床工学技士）
震災対策会議の紹介
防潮板完成
職員アンケート 家庭での備え　

慰安旅行・ とくしまマラソン ・ 健康・福祉フェスタ・ 阿波踊り ・BBQパーティ

私たちにできること
僻地医療事始め　島 健二
「とくしま協働の森づくり事業」へ参画

平成24年度事業計画

第2回 川島病院 市民公開講座

Photo Gallery 
2011-2012

Kawashima Hospital Group Magazine

職員紹介
川島会のウイリアムテル 吉見俊司さん
講演

38 心、癒されて明日も頑張ります KHG職員のペットたち

BEST SHOT 今年の一枚   写真・川島 周

39 2011年業績集
川島病院プロフィール

写真は剣山系の一の森ヒュッテ前から、東（徳島市方向）を写したもの。

社会貢献 

1

私たちの病院の理念 私たちの病院の基本方針

患者さんをはじめ、関係する方 と々の
　　　　　　　　　信頼関係を築きます。

病院経営の質の向上に努め、良質で
　効率的かつ組織的な医療を提供します。

地域社会の健康および福祉の増進に
　　　　　  貢献することを使命とします。

1

2

3

私たちの病院は
1

2
3

4

5

患者さんや家族の方 と々の信頼関係に基づいた、
患者さんの立場に立った医療を提供します。
公正な医療の提供と医療の質の向上に努めます。
腎泌尿器疾患と糖尿病の診断と治療に総合的に
携わる病院として地域の皆様に信頼していただけ
るよう、日々 全力を傾注します。
患者さんに安心して医療を受けていただけるよう
な良質な医療環境医療体制を構築します。
地域社会の一員として、また社会的存在として行
動し、その責任を果たします。

K ind 優しい

H onest 誠実な

G rowing 伸びゆく
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特 集　災害対策

　
　

は
じ
め
に

　

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
教
訓
を
基
に
、

「
内
閣
府
・
南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震
モ
デ
ル

検
討
会
」は
、南
海
・
東
南
海
大
地
震
に
お

け
る
震
度
・
津
波
高
に
つ
き
、さ
ま
ざ
ま
な

ケ
ー
ス
を
想
定
し
て
い
ま
す
。先
日（
8
月
29

日
）、内
閣
府
よ
り
発
表
さ
れ
た
も
の
で
は

徳
島
市
に
お
け
る
震
度
・
津
波
に
つ
い
て
は
、

次
の
よ
う
に
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

災害対策委員会の活動
災害対策委員長　板東高志（歯科医師）

トリアージの様子

負傷者搬送の様子

訓練開始の挨拶 災害発生
　
当
病
院
で
は
よ
り
良
い
医
療
を
提
供
す
る
目
的
で
、い
ろ
い
ろ
な
委
員
会
を
設
け
て
い
ま
す
。今

世
紀
前
半
に
発
生
が
予
測
さ
れ
て
い
る
南
海
地
震
・
東
南
海
地
震
に
対
し
て
は“

災
害
対
策
委
員

会”
を
設
け
、委
員
会
主
導
で
の
震
災
に
強
い
病
院
を
目
指
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
板
東
委
員
長
の
も
と
、毎
月
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、災
害
時
対
応
訓
練
や
火
災
訓
練
の
計
画
・
反

省
、職
員
教
育
、一
方
、災
害
を
最
小
に
食
い
止
め
る
た
め
に
必
要
な
設
備
の
充
実
、十
分
な
備
蓄
、緊

急
連
絡
網
整
備
な
ど
、次
々
と
持
ち
上
が
る
課
題
に
向
か
っ
て
議
論
と
試
行
錯
誤
が
繰
り
返
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
今
回
は
特
集
と
し
て
災
害
対
策
委
員
会
の
活
動
を
紹
介
し
、川
島
病
院
の
災
害
対
策
に
つ
い
て

知
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
詳
し
い
徳
島
県
下
の
詳
細
な
防
災

マッ
プ
が
待
た
れ
ま
す
が
、川
島
病
院
が
位
置

す
る
佐
古
地
区
で
は
津
波
に
よ
る
浸
水
被
害

は
低
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
院
の
現
在
の
建
物
は
、「
新
耐
震
設
計

法
」に
基
づ
い
て
構
造
計
算
を
行
っ
て
い
る
耐

震
構
造
の
建
築
物
で
す
。つ
ま
り
、大
地
震
で

重
大
な
損
傷
を
生
じ
な
く
、倒
壊
も
し
な
い

こ
と
を
目
標
に
建
築
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一方
、平
成
25
年
年
初
に
、免
震
構
造
を
有

す
る
透
析
外
来
棟（
仮
称
）が
着
工
予
定
で

す
。す
な
わ
ち
、建
物
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、室
内
で
の
被
害
を
最
小
限
に
抑

え
る
こ
と
が
で
き
る
診
療
棟
が
建
築
さ
れ
る

こ
と
に
よ
り
、震
災
に
強
い
病
院
へ
と
、さ
ら

に一歩
前
へ
進
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

で
は
、今
年
一
月
に
行
っ
た
大
規
模
震
災
を

想
定
し
た
防
災
訓
練
を
は
じ
め
、施
設
整

備
、情
報
の
伝
達
訓
練
な
ど
に
つい
て
、い
く
つ

か
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

最
大
震
度
：
7

満
潮
位
・
地
殻
変
動
を
考
慮
し
た

最
大
津
波
高
：
7
ｍ　

津
波（
1
m
）到
達
時
間
：
46
分

全体訓練の様子（2012年1月）
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特 集　災害対策

避難者 避難場所（３F以上の階）
１、２号館負傷者（中等症者、重症者） 1病棟観察室

３号館外来患者 ３号館３F待合フロア

透析室５班 ３号館３F待合フロア

３号館負傷者（中等症者、重症者） 3号館３Ｆ待合フロア

入院患者 入院自室

避難者 避難場所（３F以上の階）
近隣住民、１，２号館外来患者 ２号館４F食堂

透析室１班 ２号館４F食堂

透析室２班 ２号館４F食堂

透析室３班 入院自室

透析室４班 1号館4階リハビリ室

　

防
災
訓
練
の
概
略（
図
：
概
要
）

　

平
成
24
年
1
月
22
日
午
前
10
時
、「
大
地

震
・
津
波
が
発
生
し
た
」そ
し
て「
当
院
建
物

は
倒
壊
し
な
か
っ
た
」と
の
想
定
の
下
、防
災

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。す
な
わ
ち
、こ
の
た
び

の
防
災
訓
練
で
は
、患
者
・
職
員
を
院
外
に

避
難
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、短
時
間
の
内
に
、

当
院
の
３
・
４
階
に
避
難
さ
せ
る
こ
と
を
目

標
と
し
ま
し
た
。（
表
：
避
難
場
所
と
避
難
経

路
）

　

午
前
10
時
、館
内
放
送
に
て
、大
地
震
発
生

が
放
送
さ
れ
ま
し
た
。地
震
の
揺
れ
が
治
ま

る
ま
で
は
、自
身
の
安
全
お
よ
び
患
者
の
安

全
に
務
め
ま
し
た
。揺
れ
が
治
ま
っ
た
後
、総

合
受
付（
２
号
館 

1
階
）に
災
害
対
策
本
部

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。各
部
署
で
は
、人
的

被
害
・
物
的
被
害
を
把
握
し
、被
害
報
告
書

を
す
み
や
か
に
作
成
し
ま
し
た
。透
析
室
に

お
い
て
は
、負
傷
者
の
応
急
処
置
を
行
う
と

と
も
に
、透
析
を
中
止
し
、離
断
の
準
備
を

始
め
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、災
害
対
策
本
部
で
は
、ラ
ジ
オ
に

て
地
震
情
報
を
得
た
と
こ
ろ
、津
波
警
報
が

発
令
さ
れ
た
た
め
、１
病
棟
詰
所（
１
号
館 

３
階
）に
災
害
対
策
本
部
を
移
動
し
ま
し

た
。

　

各
部
署
よ
り
被
害
状
況
の
報
告
が
災
害

対
策
本
部
へ
報
告
さ
れ
ま
し
た
。地
震
に
よ

り
損
壊
し
た
廊
下
・
壁
・
階
段
は
、通
行
が
危

険
で
あ
る
た
め
、避
難
経
路
か
ら
除
外
し
、安

全
に
避
難
で
き
る
経
路
を
確
認
し
ま
し
た
。

避
難
経
路
を
各
部
署
に
連
絡
し
、職
員
食
堂

（
２
号
館 

４
階
）へ
の
避
難
を
開
始
し
ま
し

た
。な
お
、動
か
せ
な
い
患
者
お
よ
び
負
傷
者

は
、観
察
室（
１
号
館 

３
階
）へ
搬
送
し
、治

療
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
の
防
災
訓
練
で
は
、当
院
の
３
・

４
階
に
避
難
し
た
と
こ
ろ
で
、訓
練
終
了
と

し
ま
し
た
が
、本
当
の
大
震
災
の
際
に
は
、地

震
・
津
波
が
治
ま
っ
た
後
、ト
リ
ア
ー
ジ
あ
る

い
は
病
院
機
能
回
復
の
た
め
の
行
動
へ
と
続
い

て
行
き
ま
す
。

【避難場所】３F以上の階

１・２号館 １階 【外来診療室・手術室・中央材料室：外来看護主任】→フロア責任者→内線報告
 ＊フロア全体の人的被害状況、避難場所、避難経路の安全確認について、
 本部へ報告し避難指示を受ける。
 【受付：医事】
 【薬局：薬剤師】
 【放射線室：放射線技師】
 【検査室：臨床検査技師】
 【歯科診療・診療録管理室：歯科衛生士】

１・２号館 ２階 【透析室１～4班・待合室：透析室看護師長】
 【機械室・医局・図書室：臨床工学技士長】

１・２号館 3階 【1病棟：1病棟看護師長】　　
 【２号館３階全ての部屋：総務担当者】

１・２号館４，５階 【2病棟・浴室・リハビリ室：2病棟看護主任】
 【栄養管理室・厨房・職員食堂：管理栄養士】

３号館 １～５階 【3号館外来・透析室5班・3病棟：看護副部長】
 （3号館連絡室に、被害状況報告し、避難指示を受ける）
 ＊1号館本部に最終報告、（避難開始と避難完了報告。）→内線報告

【災害対策本部構成員】

【フロア別、被害報告、避難完了報告者・報告方法】

■総轄：川島理事長、水口院長 ■災害対策本部長：災害対策委員長　板東先生　　　　
■透析室：土田副院長（訓練総監督） ■中川事務長、大下看護部長、総務（2名）、医事より数名（タイムキーパー込み）
■３号館ＣＣＵ連絡室：西内副院長、医事より数名

受付に被害報告書持参し、
フロア責任者に報告。
避難完了まで、フロア責任者の補佐。

報告書持参

報告書持参

報告書持参

【大震災津波対応訓練概要】

■スケジュール

開催日時：平成24年1月22日（日曜日）
目標：大津波警報発令から42分以内に、避難完了することを目標とする。

9：30

10：00

10：05

10：20

10：42

10：50

11：00

Schedule

地震発生震度7

大津波警報発令 （第１波は地震発生から42分で徳島市に到達）

（月曜日午前10時の設定。医師は、医師勤務表の部署で待機）

災害対策本部設置

被害状況確認

本部への報告と、
避難指示受け

避難開始

避難誘導

避難完了

土田副院長（訓練総監督）、川島理事長より講評。（２号館４F食堂にて）　　
訓練終了。

職員のみ、防潮板の見学（２号館救急入り口）

2号館1階フロア集合（スタッフ役は白衣着用）

本部：2号館1階事務室に集合し、ラジオにより、大津波警報発令の情報を得る。
災害対策本部設置：＊1，2号館本部→３F１病棟詰所　＊3号館CCU連絡室→４ＦCCU

・各部署は、被害状況の確認。医師と共に負傷者の処置。
・避難場所、避難経路の安全確認。
・避難経路通行不可の場合は、別の経路を選択する

・被害状況報告、避難場所、避難経路の安全確認報告。（一次被害報告書を使用）
・報告と同時に、本部からの避難指示を受ける。

・設定している３階以上の避難場所へ避難
・本部からの避難指示がない場合は、部署から指示を仰ぐ。

・１F,２Fフロアスタッフは、最終室内見回りを行い、本部に報告する。
・本部が、全ての部署から避難完了報告を受けた時点で完了とする。

42分42分
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小
さ
な
こ
と
か
ら
コ
ツ
コ
ツ
と

　

当
院
で
は
、前
述
の
よ
う
な
大
規
模
災
害

を
想
定
し
た
訓
練
を
年
１
回
行
っ
て
い
ま
す

が
、小
規
模
災
害（
火
災
な
ど
）を
想
定
し
た

訓
練
も
行
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
に
つ
い
て
は
災

害
対
策
委
員
の
清
水
技
士
に
紹
介
を
お
願
い

し
ま
し
た
。（
別
頁
）い
ず
れ
の
訓
練
に
お
い
て

も
、前
も
っ
て
シ
ナ
リ
オ
を
作
成
し
、ほ
ぼ
シ

ナ
リ
オ
ど
お
り
に
進
み
ま
し
た
が
、い
く
つ
か

の
問
題
点
も
出
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
問
題
点
の一つ
が
、非
常
用
設
備
の
場

所
と
操
作
で
す
。非
常
用
設
備
に
つい
て
は
、一

部
の
職
員
は
場
所
と
操
作
を
知
っ
て
い
ま
す

が
、大
部
分
の
職
員
に
は
周
知
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
、災
害
が

発
生
し
た
際
に
対
応
が
遅
れ
ま
す
。そ
こ
で
、

災
害
対
策
委
員
が
中
心
と
な
っ
て
、非
常
用

設
備
の
説
明
会
を
実
施
し
、下
記
設
備
の
場

所
あ
る
い
は
操
作
法
に
つ
き
、職
員
に
説
明
し

ま
し
た
。

　

防
災
監
視
板
・
非
常
用
放
送
設
備

　

火
災
が
発
生
す
る
と
、火
災
報
知
器
が
作
動
し

ま
す
が
、そ
の
後
、火
元
を
確
認
し
た
り
、全
館
に

避
難
等
の
放
送
を
す
る
た
め
の
設
備
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

駐
車
場
ゲ
ー
ト

　

緊
急
車
両
あ
る
い
は
避
難
者
が
、ス
ム
ー
ズ
に
出

入
り
す
る
た
め
に
は
、駐
車
場
ゲ
ー
ト
を
開
放
し

て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。ま
た
。停
電
の
際
に

は
、手
動
で
駐
車
場
ゲ
ー
ト
を
開
閉
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

防
潮
板

　

洪
水
の
際
に
は
、田
宮
川
の
堤
防
を
越
え
て
水

が
あ
ふ
れ
出
す
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。そ
こ
で
、

病
院
内
の
浸
水
を
最
小
限
に
す
る
た
め
に
、本

院
・
救
急
入
口
の
前
に
、防
潮
板
を
設
置
し
ま
し

た
。

　

衛
星
電
話

　

大
災
害
時
に
は
、通
常
の
電
話
が
使
え
な
い
こ

と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。当
院
で
は
、本
院
と
サ
テ
ラ

イ
ト（
鴨
島
・
鳴
門
・
脇
町
ク
リ
ニッ
ク
）と
の
連
絡

用
に
、衛
星
電
話
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

自
動
ド
ア

　

自
動
ド
ア
の
近
く
に
は
、自
動
ド
ア
の
モ
ー
タ
ー

を
オ
フ
に
す
る
た
め
の
ス
イ
ッ
チ
が
付
い
て
い
ま
す
。

災
害
時
な
ど
に
お
い
て
は
、こ
の
ス
イ
ッ
チ
を
押
し

て
、手
動
で
ド
ア
を
開
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ボ
イ
ラ
ー
室
・
自
家
発
電
機
・

　

重
油
・
透
析
用
水　

　

自
家
発
電
装
置
用
重
油
は
、隣
接
す
る
ケ
ア
ハ

ウ
ス
あ
す
か
と
１
号
館
前
に
地
下
タ
ン
ク
を
確
保

し
て
お
り
、あ
す
か
の
地
下
タ
ン
ク
か
ら
は
、２
号

館
お
よ
び
3
号
館
に
自
動
ポ
ン
プ
で
送
油
さ
れ
る

よ
う
に
な
って
い
ま
す
。水
道
断
水
時
で
も
受
水
槽

と
地
下
水
処
理
装
置
に
よ
り
、透
析
用
水
の
確
保

を
は
か
って
お
り
ま
す
。こ
れ
ら
の
設
置
場
所
を
確

認
す
る
と
と
も
に
、必
要
最
小
限
の
操
作
に
つ
き

説
明
し
ま
し
た
。

　

非
常
用
食
料
・
水

　

非
常
時
に
備
え
、食
料
・
水
が
備
蓄
さ
れ
て
い
ま

す
が
、そ
の
保
管
場
所
と
数
を
確
認
し
ま
し
た
。

医
薬
品
は
、2

-

3
日
分
確
保
さ
れ
て
お
り
、保

管
場
所
も
わ
か
る
よ
う
に一
覧
表
に
ま
と
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

患
者
搬
送
用
レ
ス
キ
ュ
ー
マ
ッ
ト

　

当
院
で
は
、災
害
時
な
ど
に
患
者
を
運
ぶ
た
め

の
マッ
ト
を
準
備
し
て
お
り
、防
災
訓
練
で
使
用
し

ま
し
た
が
、使
い
に
く
い
と
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、い
く
つ
か
の
製
品
を
試
し
た
後
、使
い
や

す
い
レ
ス
キ
ュ
ー
マッ
ト
を
購
入
し
ま
し
た
。

　

窓
ガ
ラ
ス

　

す
べ
て
の
窓
ガ
ラ
ス
を
点
検
し
、強
化
ガ
ラ
ス
で

は
な
い
ガ
ラ
ス
に
は
、飛
散
防
止
シ
ー
ト
を
貼
り
ま

し
た
。

　

大
震
災
発
生
時
対
応

　

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
・
見
直
し

　

震
災
発
生
時
に
は
災
害
対
策
本
部
が
直
ち
に

設
置
さ
れ
、各
部
署
へ
の
指
揮
、情
報
収
集
の
中
枢

と
し
て
重
要
な
働
き
を
担
い
ま
す
。ま
た
現
場
で

あ
る
各
部
署
の
対
応
、行
動
が
速
や
か
に
混
乱
な

く
行
え
る
よ
う
、役
割
分
担
が
細
か
く
記
述
さ
れ

て
い
ま
す
。10
年
前
か
ら
病
院
が
と
り
く
ん
で
き
た

マニュア
ル
で
す
が
、病
院
の
規
模
拡
大
、職
員
の
増

加
な
ど
に
あ
わ
せ
て
、変
化
に
対
応
し
た
見
直
し

を
行
って
い
ま
す
。

　

緊
急
連
絡
網
作
成
・

　

連
絡
訓
練
の
実
施

　

休
日
や
夜
間
な
ど
に
お
い
て
多
く
の
職
員
を
招

集
し
た
り
、情
報
を
共
有
す
る
必
要
が
あ
る
場
合

に
は「
緊
急
連
絡
網
」お
よ
び「
す
だ
ち
く
ん
メ
ー

ル
」で
の
連
絡
が
行
わ
れ
ま
す
。常
に
最
新
の
連
絡

網
が
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
、ま
た
伝
達
に
有
効

で
あ
る
よ
う
、訓
練
を
行
って
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、一
見
簡
単
な
こ
と
と
し
て
見

過
ご
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
、再
度
目
を
向
け

て
ひ
と
つ
ず
つ
対
処
し
て
い
ま
す
。そ
う
す
る

こ
と
に
よ
り
、災
害
に
強
い
病
院
に
近
づ
く
と

と
も
に
、各
職
員
の
防
災
に
対
す
る
意
識
も

高
ま
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

１. 避難場所と避難経路の安全が確認できたら、本部に報告し、本部の指示により避難開始する。
２.選択した避難経路が通行不可の場合は、本部に報告し、別の経路を選択する。　３. 避難完了したら、本部に報告する。   

＊①から避難場所に近い経路で記入 

近隣住民

1・2号館外来患者

透析室1班

透析室2班

透析室3班

透析室4班

3号館外来

透析室5班

入院患者

1・2号館の負傷者
（中等症者、重症者）

3号館の負傷者
（中等症者、重症者）

2号館4F食堂

2号館4F食堂

2号館4F食堂

2号館4F食堂

入院自室

1号館4Fリハビリ室

1病棟観察室

3号館3F待合

3号館3F待合

3号館3Ｆ待合

入院自室

避難場所（3F以上の階） 避難経路① 避難経路② 避難経路④避難経路③ 避難経路⑤避難者

2号館線路側階段

2号館線路側階段

1号館2F→2F渡り廊下→2号館2F
→2号館川側階段→2号館4F

1号館2F→2F渡り廊下→2号館2F
→2号館川側階段→2号館4F

1号館2F→1号館線路側階段→1号館3F→3F渡り廊下
→2号館3F→2号館線路側階段→2号館4F

1号館エレベータ（どちらか使用可能な方で）

1号館2F→１号館川側階段→１号館4F→リハ室

1号館川側階段

3号館1F→3号館階段→3号館3F

3号館2F→3号館階段→3号館3F

3号館1F→3号館階段→3号館3F

1号館川側階段→4F2号館への渡り廊下

1号館川側階段→4F2号館への渡り廊下

3号館エレベータ

1F渡り廊下→1号館川側階段→3F渡り廊下→3号館3F

3号館2F→2号館1F→2号館3F→渡り廊下→3号館3階

「1病棟観察室に避難」　の選択も考慮

避難場所再選定

避難場所再選定

1号館2F→2号館2F→2号館川側階段→2号館4F
→1号館4F→リハ室

1号館2F→2号館2F→2号館線路側階段
→2号館4F→1号館4F→リハ室

1号館2F→1号館線路側階段→1号館3F→3F渡り廊下
→2号館3F川側階段→2号館4階

1号館2F→1号館線路側階段→1号館3F→3F渡り廊下
→2号館3F川側階段→2号館4階

2号館川側階段

2号館川側階段

2号館エレベータ

1号館2F→１号館線路側階段→１号館4F→リハ室

1号館線路側階段

1F渡り廊下→2号館川側階段→3F渡り廊下→3号館3F

3号館2F→2号館2F→2号館3F→渡り廊下→3号館3F

1F渡り廊下→2号館川側階段→4F渡り廊下→3号館4F

1号館2F→1号館線路側階段→1号館3F→3F渡り廊下
→2号館3F→2号館線路側階段→2号館4F

1号館川側階段 →2F、3F渡り廊下→2号館川側階段

1号館川側階段→2F、3F渡り廊下→2号館川側階段

1号館線路側階段→3F病棟廊下
→3F2号館への渡り廊下→2号館川側階段

1号館線路側階段→3F病棟廊下
→3F2号館への渡り廊下→2号館川側階段

1号館2F→1号館線路側階段→1号館1F→2号館1F
→2号館線路側階段→2号館4F

1号館2F→1号館線路側階段→1号館1F→2号館1F
→2号館線路側階段→2号館4F

避難場所再選定

避難場所再選定

1号館2F→1号館線路側階段→1号館4F
→4F渡り廊下→2号館4F

1号館2F→1号館線路側階段→1号館4F
→4F渡り廊下→2号館4F

特 集　災害対策

自動モータースイッチ
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避難準備 地震発生避難中 重傷者搬送

情報収集・他部署への支持 負傷者救護 地震発生

避難中 避難に備えて作業中

　

当
院
で
は
全
ス
タ
ッ
フ
及
び
外
来
血
液
透

析
患
者
様
を
対
象
に
、年
１
回
大
規
模
な
防

災
訓
練
を
行
って
い
ま
す
。年
々
参
加
人
数
は

増
加
し
、参
加
者
の
防
災
意
識
は
高
ま
っ
て

き
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
が
、ス
タ
ッフ
に
対

す
る
教
育
と
し
て
は
こ
れ
だ
け
で
十
分
と
は

言
え
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
災
害
対
策
委
員
会
で
は
、ス
タ
ッ
フ

対
象
の
訓
練
を
年
間
計
画
と
し
て
複
数
回

実
施
し
、ス
タ
ッ
フ
の
知
識
と
経
験
を
深
め
る

と
共
に
、訓
練
ご
と
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に

よ
っ
て
訓
練
内
容
や
施
設
設
備
に
対
す
る
問

題
点
を
明
ら
か
に
し
、改
善
に
向
け
て
努
め

て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
に
実
施
し
た
防
災
訓
練
の
参

加
人
数
を
グ
ラ
フ
に
示
し
ま
す
。訓
練
の
規
模

や
実
施
日
時
の
影
響
は
あ
る
も
の
の
、参
加
人

数
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、

職
員
の
中
で
災
害
に
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
意
識
が
強
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。

　

近
い
将
来
の
発
生
が
予
想
さ
れ
て
い
る
南

海
大
震
災
な
ど
、大
規
模
な
災
害
に
も
対
応

で
き
る
よ
う
常
日
頃
か
ら
繰
り
返
し
訓
練
を

行
い
、有
事
に
備
え
て
お
く
こ
と
は
必
要
不

可
欠
で
す
。災
害
発
生
時
、患
者
様
を
安
全

か
つ
迅
速
に
救
護
し
避
難
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
今
後
も
ス
タ
ッ
フ
の
意
識
向
上
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

防災意識の向上をめざして
災害対策委員　清水一郎（臨床工学技士）

特 集　災害対策

地震発生 部
署
ご
と
の
ス
タ
ッ
フ
訓
練
な
ど

小
さ
な
訓
練
を
積
み
重
ね

大
き
な
成
果
を
！！

透析室訓練の様子
（2011年7月）

透析室訓練の様子
（2011年12月）

病棟訓練の様子
（2011年9月）
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特 集　災害対策

2011年12月 防潮板完成

震 災 対 策 会 議
川島ホスピタルグループ

　今年で10年目の開催となりました。毎回、関連業者二十数社から約50名の参加を
頂いており、震災に関する講演を聞いたあとの親睦会において、
各社からアドバイスを得るようにしています。（表1回～10回）

今年は川島理事長による「東日本大震災の医療支援活動について」、
徳島県南海地震防災課　企画担当　真田太一主事より「津波について」の講演が行われました。

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

2001年11月29日

2002年6月28日

2003年10月24日

2004年10月21日

2007年1月26日

2008年1月24日

2009年1月23日

2010年2月25日

2011年3月3日

2012年3月15日

講　師開催日 講演内容

①会議の趣旨説明　②KHG各施設の概要説明
③各業者への質疑応答

①前もって業者に質問事項を送付し、当日、
　回答をもらう形式

①「大震災における異業種間救援ネットワーク
　  構築の現状について」

①「川島ホスピタルグループにおける
　 南海地震に対する取り組みについて」
②「南海地震について」

①水口潤院長
②徳島県防災局南海地震対策チーム　
　課長補佐　安原正芳

①佐野伊川谷病院院長　内藤秀宗

①徳島大学大学院ソシオテクノサイエンス研究部エコシ
ステムデザイン部門社会環境システム工学大講座 環境
創生工学専攻エコシステム工学コース 教授 村上仁士

①徳島県危機管理局　南海地震対策課計画推進
　担当　事務主任　大西栄一

①徳島県土木整備部河川課  主査兼係長  徳永雅彦
②徳島県土木整備部住宅課  主査兼係長  堀正人

①板東高志、日下まき、木村建彦　②徳島県危
機管理部危機管理政策課 企画監 出口政治

①徳島県南海地震防災課企画担当 係長 吉成浩二
②東部保健福祉局徳島保健所医療企画担当 
　課長補佐 稲井芳枝

①川島理事長　
②徳島県南海地震防災課企画担当　
　主事　真田太一

①「南海・東南海地震について」

①「南海地震とは」

①「水害に備えて」
②「住宅・建築物の耐震化」

①歯科・MRI・256列CT紹介
②「災害と防災」

①「南海地震の基礎知識」
②「災害時の健康管理」

①「東日本大震災の医療支援活動について」
②「津波について」

川島病院の北側の入口は田宮川
に面しています。
大洪水、震災時の津波による建物
内への浸水を防ぐ目的で、防潮板
を設置しました。
防潮板の展張時の高さは1mで
あり、この高さまでの水位ならば、
水の侵入を防ぐことができます。
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日
下 

ま
き 

（
医
局
）

①
防
災
グ
ッ
ズ
・
非
常
持
ち
出
し
リ
ュ
ッ
ク
を
常
備
し
て

い
ま
す
・・・
少
し
古
く
な
っ
て
い
る
の
で
、そ
ろ
そ
ろ

点
検
を
し
な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

②
阪
神
大
震
災
以
降
、就
寝
中
の
地
震
で
下
敷
き
に
な

ら
な
い
よ
う
な
、家
具
や
も
の
の
配
置
を
し
て
い
ま

す
。

③
名
前
が
わ
か
ら
な
い
の
で
す
が
、車
に
閉
じ
込
め
ら

れ
た
と
き
に
ガ
ラ
ス
を
割
る
た
め
の
道
具
を
の
せ
て

い
ま
す
。実
際
使
っ
た
こ
と
は
な
い
で
す
が
、ど
な
た

か
経
験
は
お
あ
り
で
し
ょ
う
か
？

④
台
所
に
消
火
器
を
お
い
て
い
る

中
條 

恵
子 

（
検
査
室
）

①
家
族
が
そ
れ
ぞ
れ
自
分
用
の
非
常
用
持
ち
出
し

リ
ュッ
ク
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

②
非
常
用
の
飲
み
水
用
に
大
き
い
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
何

本
か
ず
つ
、車
庫
、家
の
中
数
箇
所
に
わ
け
て
置
い
て

い
ま
す
。あ
と
乾
パ
ン
、ソ
イ
ジ
ョ
イ
等
の
非
常
食
も

置
い
て
い
ま
す
。

吉
川 

和
寛 

（
医
局
）

①
常
に
携
帯
ラ
ジ
オ
を
持
参
し
て
い
ま
す
。

西
谷 

真
明 

（
医
局
）

①
非
常
用
の
食
糧
、飲
み
水
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

②
家
族
で
災
害
時
の
避
難
場
所
に
つ
い
て
相
談
し
て
い

ま
す
。

榎
本 

勉 

（
放
射
線
室
）

①
非
常
持
ち
出
し
リ
ュッ
ク
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

②
災
害
時
の
避
難
場
所
に
つ
い
て
、家
族
で
相
談
し
て

い
ま
す
。

猪
龍 

浩
司 

（
放
射
線
室
）

①
家
具
の
転
倒
防
止
の
突
っ
張
り
棒
を
２
か
所
設
置
し

て
い
ま
す
。

②
非
常
用
持
出
し
袋
を
玄
関
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

③
家
族
で
非
常
時
連
絡
で
き
な
い
時
は
ど
こ
に
避
難

す
る
か
決
め
て
い
ま
す
。例
え
ば「
川
島
病
院
」に
集

合
す
る
と
か
。

多
田 

浩
章 

（
検
査
室
）

①
非
常
持
ち
出
し
リ
ュッ
ク
を
準
備
し
て
い
ま
す
。 

②
災
害
時
の
避
難
場
所
に
つ
い
て
、地
域
や
家
族
で
相

談
し
て
い
ま
す
。

③
夜
、ベ
ッ
ド
近
く
に
ラ
ジ
オ
、懐
中
電
灯
お
い
て
い
ま
す
。

金
山 

恭
子 

（
薬
局
）

①
非
常
用
持
ち
出
し
リ
ュッ
ク
を
準
備
し
て
い
ま
す
。 

②
災
害
時
の
避
難
場
所
に
つ
い
て
家
族
で
確
認
し
て
い

ま
す
。

③
非
常
食
と
飲
料
水
は
確
保
し
て
ま
す
。

坂
尾 

博
伸 

（
看
護
師
）

①
家
庭
で
は
、家
具
転
倒
防
止
用
の
突
っ
張
り
棒
を
設

置
し
て
い
ま
す
。

②
電
化
製
品
は
粘
着
シ
ー
ト
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

③
保
存
食
と
携
帯
ラ
ジ
オ
な
ど
も
準
備
し
て
い
ま
す
。

④
災
害
時
は
、単
独
行
動
し
て
い
る
と
き
は
避
難
所

（
地
元
の
小
学
校
）へ
避
難
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。   

林 

真
理
子 

（
医
事
・
診
療
情
報
課
）

①
水
、食
料
の
備
蓄
し
て
い
ま
す
。

②
家
族
で
事
前
に
、災
害
時
は
ど
こ
で
最
後
は
落
ち
合

う
か
話
し
合
い
ま
し
た
。

③
避
難
場
所
に
実
際
に
行
っ
て
み
て
色
々
検
討
し
ま
し

た
。

瀬
尾 

裕
信 

（
総
務
）

①
携
帯
電
話
の
電
源
を
切
ら
ず
手
元
か
ら
も
離
さ
な

い
。（
緊
急
地
震
速
報
を
受
信
す
る
設
定
と
し
て
い

る
た
め
）

②
災
害
伝
言
板
の
使
い
方
に
つ
い
て
家
族
で
共
通
認
識

を
持
つ
。

③
寝
室
に
は
余
計
な
家
具
を
置
か
な
い
。

④
枕
元
に
小
さ
な
ラ
ジ
オ
を
置
い
て
お
く
。

⑤
大
事
な
も
の
で
緊
急
時
に
持
ち
出
す
つ
も
り
の
も
の

（
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
な
ど
）は
常
に
一
つ
の
小
さ
め
の

バ
ッ
グ
に
入
れ
て
お
く
。

安
田 

建
三 

（
放
射
線
室
）

我
が
家
の
二
階
に
は
高
齢
の
母
が
同
居
し
て
い
ま
す
。

避
難
時
の
対
応
と
し
て
、

①
ベ
ッ
ド
脇
に
靴
を
常
備
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。ガ
ラ

ス
破
片
か
ら
足
も
と
を
守
り
、少
し
で
も
早
く
屋
外

に
脱
出
で
き
る
よ
う
に
。

②
握
り
に
小
さ
な
懐
中
電
灯
を
と
り
付
け
た「
杖
」も

靴
と
一
緒
に
準
備
し
て
い
ま
す
。

椎
野 

義
博 

（
総
務
）

①
非
常
持
ち
出
し
リ
ュッ
ク

②
避
難
場
所（
自
宅
の
場
合
、職
場
の
場
合
）

③
手
動
式
ラ
ジ
オ
、ラ
ン
プ
等
携
帯

前
田 

さ
お
り 

（
歯
科
衛
生
室
）

①
非
常
持
ち
出
し
リ
ュ
ッ
ク
と
靴
を
ベ
ッ
ト
の
近
く
に

置
い
て
ま
す
。 

②
ド
ア
付
近
に
荷
物
を
置
か
な
い
よ
う
に
し
て
ま
す
。 

③
防
災
マ
ッ
プ
で
近
所
の
避
難
場
所
を
確
認
し
て
ま
す
。

笠
井 

泰
子 

（
看
護
師
）

①
非
常
用
持
ち
出
し
リ
ュッ
ク
の
準
備

②
使
用
し
て
い
る
部
屋
に
懐
中
電
灯
・
ラ
ジ
オ
準
備

③
家
族
の
避
難
場
所
の
確
認（
は
ぐ
れ
て
も
会
え
る
よ

う
に
）

④
大
雨
時
に
備
え
長
靴
準
備

仲
尾 

和
恵 

（
看
護
師
）

①
非
常
持
ち
だ
し
リ
ュッ
ク
の
準
備

②
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
と
ボ
ン
ベ
を
常
備

秋
田 

悦
代 

（
医
事
・
診
療
情
報
課
）

①
３
日
分
ほ
ど
の
飲
料
水
確
保

②
地
域
の
防
災
マ
ッ
プ
で
避
難
場
所
確
認

③
懐
中
電
灯
・
ラ
ジ
オ
・
電
池
準
備

森
野 

瑛
梨 

（
医
事
・
診
療
情
報
課
）

①
ア
パ
ー
ト
に
あ
る
消
火
器
の
位
置
の
把
握
。 

②
避
難
場
所(

近
く
の
小
学
校)

の
確
認
。 

③
先
日
の
東
北
大
震
災
で
は
携
帯
の
通
信
が
パ
ン
ク
し

て
い
ま
し
た
がTw

itter

は
動
い
て
い
た
の
で
、万
が

一
の
た
め
遠
方
の
家
族(

姉)

とT
w
itter

を
フ
ォ
ロ
ー

し
合
っ
て
い
ま
す
。 

一
円 

博
行 

（
臨
床
工
学
技
士
）

①
避
難
袋
内
の
必
要
物
品
の
確
保（
年
金
手
帳
・
保
険

書
の
コ
ピ
ー
・
小
銭
・
５
日
分
の
衣
類
・
水
５
日
分
・
保

存
食
５
日
分
・
ラ
ジ
オ
・
携
帯
電
話
予
備
バ
ッ
テ
リ
ー

関
連
・コ
イ
ル
式
L
E
D
ラ
イ
ト
・
電
池
）

②
室
内
の
扉
全
部
開
放
で
就
寝

③
避
難
所
の
確
認

④
眉
山
へ
の
徒
歩
で
の
避
難
の
時
間
測
定

山
本 

雅
子 

（
医
事
・
診
療
情
報
課
）

①
1
週
間
の
水
、食
事
は
常
時
保
管
し
て
お
く
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

②
す
ぐ
に
炊
き
出
し
が
で
き
る
よ
う
、炭
と
コ
ン
ロ
を

保
管
し
て
あ
り
ま
す
。

③
手
動
式
懐
中
電
灯
な
ど
家
族
分
揃
え
ま
し
た
。

小
川 

昌
平 

（
看
護
師
）

①
避
難
経
路
の
確
認
と
場
所
の
確
保

②
は
ぐ
れ
た
時
の
集
合
場
所
の
確
認

濱
渕 
真
理
子 

（
看
護
師
）

①
緊
急
時
の
避
難
先
の
確
認

②
常
備
薬
は
多
め
に
持
っ
て
お
く

③
懐
中
電
灯
や
ラ
ジ
オ
は
ま
と
め
て
わ
か
る
と
こ
ろ

　

に
置
い
て
お
く

④
非
常
時
に
持
ち
出
す
も
の
を
あ
ら
か
じ
め
決
め
て

　

お
く

家
庭
で
の
備
え

職
員
ア
ン
ケ
ー
ト

皆
さ
ん
が
個
々
に
家
庭
や
職
場
で

日
頃
か
ら
備
え
て
い
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

実のところ、家庭での災害対策ってやっていますか？
住居のある場所、住まいの様式、家族形態、ペットの有無
など、ライフスタイルは多様でありますが、最低限共通し
て必要な備えは何か？また思ってもみなかった見習いた
い備えは何か？　・・に気づくきっかけになればと、広報
委員会ではサイボウズ掲示板で、各家庭での災害対策
について質問をしてみました。

古賀 久光 （総務）

①寝室とリビングのソファー周りにはテーブル以外の家
　具はありません。
②非常食(１日３食分)と飲料水(１日３リットル)は常に三
　日分以上確保してあり、またカセットコンロとカセット
　ボンベ３本も常備しています。
③照明用に灯油でも使えるランタン(普段はオブジェ)を
　２個と調理に使えるアルコールランプを保有していま
　す。
④雨天時の活動を考えレインスーツとレインブーツも準
　備してあります。
⑤防寒対策として保温シートも購入してあります。
⑥ラジオ・電池・ラップ・工具・etc…

Pick u
p!

お宅の備えを
見せていただきました。

照明用ランタン、
アルコールランプなど燃料など

水、携帯ラジオ

非常食家具転倒防止ポール設置

低い机以外の家具をおいていない部屋

職場では、委員会や部署ごとにさまざまな対策を練り、
病院全体として、非常時に備えている私たちですが、災
害はいつ、おこるかわかりません。

職員の一例
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1
社
会
医
療
法
人
へ
の
移
行

①
社
会
医
療
法
人
の
認
可
要
件
を
整
備
し
年
内
に

社
会
医
療
法
人
化
を
図
る
。

2
外
来
診
療
の
充
実

①
免
震
構
造
を
持
つ
新
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
川
島
病
院

職
員
駐
車
場
跡
に
年
度
内
に
建
設
す
る
。

②
引
き
続
き
僻
地
診
療
所
に
医
師
派
遣
を
行
い
、

僻
地
に
お
け
る
医
療
確
保
に
貢
献
す
る
。

③
冠
動
脈
C
T
の
診
断
精
度
を
向
上
さ
せ
、効
率

的
に
運
用
す
る
。

④
C
T
、 

R
I
、 
M
R
I
を
積
極
的
に
活
用
し
た

動
脈
硬
化
性
疾
患
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
体

制
の
確
立
。

⑤
糖
尿
病
診
療
に
お
い
て
他
院
と
の
医
療
連
携
を

強
化
す
る
。

3
通
院
透
析
の
充
実

①
脇
町
川
島
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
を
充

実
さ
せ
、通
院
を
希
望
す
る
透
析
患
者
の
受
け

入
れ
を
図
る
。

②
通
院
支
援
を
強
化
し
、外
来
透
析
患
者
の
利
便

性
の
向
上
に
努
め
る
。

③
外
来
透
析
患
者
分
布
に
適
応
し
た
、新
た
な
サ

テ
ラ
イ
ト
施
設
の
設
置
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

④
徳
島
県
の
腎
疾
患
対
策
事
業
に
協
力
す
る
こ
と

に
よ
り
、腎
臓
病
外
来
の
充
実
に
務
め
る
。

4
川
島
病
院
の
構
造
設
備
の
改
装

①
保
有
病
床（
1
2
3
床
）の
有
効
利
用
と
今
後

10
年
間
の
診
療
の
質
・
量
の
変
化
に
対
応
で
き

る
構
造
設
備
を
検
討
し
、25
年
度
の
病
院
改
装

を
目
指
す
。

5
介
護
タ
ク
シ
ー
の
運
営

①
飛
鳥
が
運
営
し
て
い
る
介
護
タ
ク
シ
ー
事
業
を

譲
り
受
け
病
院
直
営
で
運
営
す
る
。

6
院
内
不
当
要
求
防
止
対
策
の
推
進

①
院
内
暴
力
等
を
防
止
す
る
た
め
の
体
制
準
備

②
K
H
G
ク
レ
ー
ム
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
周
知
徹
底

③
不
当
要
求
行
為
の
防
止
に
関
す
る
研
修
会
の
実

施
7
歯
科
診
療
に
よ
る

　
患
者
ケ
ア
の
充
実
化

①
入
院
患
者
の
定
期
的
口
腔
ケ
ア
と
歯
科
治
療
の

実
施

②
外
来
血
液
透
析
患
者
の
定
期
的
口
腔
ケ
ア
と
歯

科
治
療
の
実
施

8
災
害
対
策
活
動
、

　
医
療
事
故
防
止
活
動
の
積
極
的
推
進

①
大
規
模
震
災
を
想
定
し
て
の
定
期
的
対
応
訓
練

の
実
行
と
災
害
に
備
え
て
の
準
備
の
実
施

②
各
種
手
順
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
周
知
徹
底
、実
行
の

推
進

③
対
策
月
間
設
定
等
に
よ
る
全
職
員

に
対
す
る
啓
発
、教
育
の
強
化
と
充
実

9
教
育
・
研
究
活
動
の
強
化
と
支
援

①
新
入
職
員
、中
堅
職
員
、途
中
入
職
職
員
へ
の
教

育
内
容
の
充
実

②
K
H
G
と
関
連
の
あ
る
分
野
の
全
国
規
模
の
学

会
、研
究
会
へ
の
積
極
的
参
加
の
奨
励
と
支
援

③
K
H
G
と
関
連
の
あ
る
分
野
の
研
修
会
、講
演

会
、セ
ミ
ナ
ー
へ
の
参
加
の
奨
励

④
院
内
学
習
会
の
定
期
的
実
施
と
部
署
ご
と
の
勉

強
会
、抄
読
会
の
頻
回
実
施

⑤
部
署
目
標
、委
員
会
目
標
の
中
間
及
び
年
度
末

フ
ォ
ロ
ー
に
よ
る
達
成
度
評
価
と
改
善
の
た
め

の
指
導
の
実
施

⑥
部
署
、委
員
会
に
お
け
る
研
究
お
よ
び
活
動

テ
ー
マ
発
表
会
の
実
施

⑦
業
務
上
有
用
な
資
格
の
積
極
的
取
得
の
推
進
と

支
援
の
実
施

10
地
域
社
会
と
の
交
流
や
関
連
施
設
と

の
連
携
の
強
化

①
第
15
回
健
康
・
福
祉
フ
ェ
ス
タ
の
実
施
と
内
容
の

一
層
の
充
実

②
広
報
誌
の
継
続
発
行
と
内
容
の
一
層
の
充
実

③
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
充
実
と
タ
イ
ム
リ
ー
な

更
新

④
関
連
病
院
間
や
病
診
連
携
会
議
へ
の
積
極
的
な

参
加

　
働
き
甲
斐
の
あ
る
職
場
環
境
の
確
保

①
チ
ー
ム
医
療
の
推
進

②
業
務
上
の
成
果
、努
力
の
人
事
考
課
へ
の
正
当

な
反
映

③
職
員
の
職
場
労
働
安
全
衛
生
対
策
の
推
進

④
職
員
に
対
す
る
福
利
厚
生
の
充
実

平成２４年度
川島ホスピタルグループ 事業計画地

域
社
会
の
一
員
と
し
て

社
会
的
存
在
と
し
て
行
動
し
、そ
の
責
任
を
果
た
し
ま
す

■ 社会貢献

11

社会貢献

17 16

　現在、僻地における医療確保は大きな
課題でありますが三好市においては無医
地区解消のため、新たに「大歩危診療所」
を開設し平成24年5月から診療を開始し
ています。
　医療法人川島会においては、診療所開
設に必要な電子内視鏡システム、X線撮
影装置、血圧脈波検査装置など医療器具
を大歩危診療所に寄付いたしました。
　こうした当会の地域医療の取り組みに
対して、平成24年4月に三好市長から感
謝状をいただきました。

　川島理事長をはじめ職員が率
先して被災地に赴き、徳島県の医
療救護チームとして被災者支援に
貢献したとして徳島県より表彰さ
れました。

大歩危診療所へ
医療器械器具を寄付する

東日本大震災被災者支援功労表彰
医療法人川島会

三好市の診療所に
寄付をし、
感謝状を

贈られました。



三
好
市
国
民
健
康
保
険

西
祖
谷
山
村
診
療
所
へ

　

医
療
法
人
と
し
て
、通
常
の
診
療
活
動
と

は
別
の
形
で
の
社
会
貢
献
を
模
索
す
る
中

で
、医
療
法
人
川
島
会
は
僻
地
医
療
を
通
し

て
社
会
の
お
役
に
立
と
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ

た
。三
好
市
国
民
健
康
保
険
西
祖
谷
山
村
診

療
所
が
対
象
と
な
り
、そ
の
診
療
支
援
要
員

の一人
と
し
て
私
が
選
ば
れ
、昨
年
5
月
か
ら

週
１
日
お
手
伝
い
に
行
って
い
る
。

　

あ
る
年
齢
に
な
る
と
、社
会
奉
仕
に一定
の

時
間
を
割
く
べ
き
と
考
え
て
お
り
、そ
の
つ
も

り
で
お
引
き
受
け
し
た
徳
島
県
医
師
会
糖

尿
病
対
策
班
の
仕
事
も
、丁
度
、一段
落
し
た

と
こ
ろ
で
、そ
の
意
味
で
はtim

ely

な
お
申

し
出
で
、喜
ん
で
引
き
受
け
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。し
か
し
、い
ざ
、実
際
に
勤
務
す
る
と
い
う

こ
と
に
な
る
と
、若
干
、気
が
か
り
な
こ
と
が

な
い
な
い
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。徳
島
市
内
か

ら
1
0
0
㎞
離
れ
た
山
間
部
へ
の
移
動
も
そ

の
ひ
と
つ
で
、自
動
車
で
片
道
2
時
間
は
か
か

る
と
い
わ
れ
る
と
、そ
れ
は
ち
ょっ
と
大
変
と

い
う
思
い
で
あ
っ
た
。車
で
送
迎
し
て
も
ら
って

い
る
た
め
、思
っ
て
い
た
よ
り
楽
で
あ
る
が
、そ

れ
で
も
大
雨
警
報
で
２
度
、大
雪
注
意
報
で

１
度
通
行
止
め
に
あ
っ
て
、や
は
り
、こ
れ
が

僻
地
か
と
、僻
地
を
実
感
さ
せ
ら
れ
た
。

何
で
も
診
る

　

診
療
所
は
、電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
が
完
備

し
、小
児
処
方
は
体
重
を
イ
ン
プ
ッ
ト
す
る
と

コ
ン
ピュ
ー
タ
ー
が
自
動
的
に
処
方
量
を
提
示

し
て
く
れ
る
し
、レ
ン
ト
ゲ
ン
は
自
分
で
撮
影

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
一
般
的
な
撮
影
は

可
能
で
あ
り
、数
項
目
の
生
化
学
検
査

（H
b
A
１
c

を
含
む
）血
算
は
至
急
検
査

と
し
て
30
分
以
内
に
は
結
果
を
出
し
て
く
れ

る
、な
ど
、診
療
所
で
の
診
療
は
、特
に
僻
地

を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
。た
だ
、市
中

病
院
で
の
診
療
と
異
な
り
、何
で
も
診
る
と

い
う
、ち
ょっ
と
し
た
違
い
は
あ
る
。

　

あ
る
日
、8
才
の
女
児
が
、頭
を
か
い
が

り
、か
き
む
し
っ
て
困
る
と
いっ
て
祖
母
に
連

れ
ら
れ
、診
察
を
受
け
に
き
た
。頭
皮
は
特
に

問
題
な
く
、髪
を
見
や
れ
ば
、ご
み
の
よ
う
な

も
の
が
付
着
し
て
い
る
が
、老
眼
越
し
で
は
定

か
で
な
く
、〝
ル
ー
ペ
を
〞と
言
っ
た
が
、診
療
所

に
は
な
い
と
の
返
事
。1
本
髪
を
切
り
と
り
、

古
い
顕
微
鏡
の
弱
拡
大
で
の
ぞ
く
と
、髪
に

付
着
し
て
い
る
ご
み
様
の
物
質
が
確
認
で
き

た
。頭
し
ら
み
の
卵
で
は
な
い
か
と
、早
速
、コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
れ
て
い
る

〝
今
日
の
治
療
指
針
〞の〝
し
ら
み
〞を
ク
リ
ッ

ク
す
る
と
、卵
と
ご
み
が
画
面
に
映
し
出
さ

れ
、一
目
瞭
然
、し
ら
み
卵
と
診
断
す
る
こ
と

が
で
き
た
。こ
の
よ
う
な
形
で
、し
ら
み
卵
を

観
察
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
者
に
と
っ
て
は
、

あ
る
種
感
動
を
覚
え
る
出
来
事
で
あ
っ
た
。

様
々
な
ケ
ー
ス
に
遭
遇

　

昨
夜
、誤
って
包
丁
を
落
と
し
、第
1
趾
基

部
に
2
㎝
の
切
創
を
作
り
、包
帯
を
巻
い
た

が
、出
血
が
止
ま
ら
な
い
と
いっ
て
、老
婦
人

が
息
子
に
付
き
添
わ
れ
て
や
って
き
た
。老
婦

人
は
ワ
ー
フ
ァ
リ
ン
を
2
・
2
5
錠
服
用
し
て

お
り
、今
朝
も
飲
ん
だ
と
い
う
。3
針
、傷
口

を
縫
合
し
、包
帯
で
き
つ
く
し
ば
っ
た
が
、し

ば
ら
く
す
る
と
、血
液
が
し
み
出
て
き
、止
血

し
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。〝
ビ
タ

ミ
ン
K
は
あ
る
か
〞と
問
え
ば
、〝
な
い
〞と
い

う
。〝
取
り
寄
せ
る
の
に
何
時
間
か
か
る
か
〞

と
言
え
ば
、〝
2
、3
日
後
に
な
る
〞と
い
う
。

包
帯
を
き
つ
く
ま
き
直
し
、足
を
拳
上
さ
せ

て
様
子
を
み
た
と
こ
ろ
、1
時
間
ほ
ど
し
て

止
血
が
確
認
で
き
、帰
り
道
、ス
ー
パ
ー
で
納

豆
を
買
っ
て
、食
べ
る
よ
う
に
と
指
示
し
て
、

帰
宅
さ
せ
た
。

　

蜂
に
刺
さ
れ
た
、溝
に
落
ち
た
、体
育
の
時

間
に
胸
を
強
打
し
た
、な
ど
な
ど
何
で
も
あ

り
で
あ
る
が
、こ
れ
は
、何
も
僻
地
医
療
を
い

う
訳
で
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
。

四
駆
で
移
動

　

だ
が
、診
療
所
を
出
る
と
、そ
こ
に
僻
地
が

あ
る
。県
道
か
ら
山
の
頂
を
見
や
る
と
、山
肌

に
こ
び
り
つ
く
よ
う
に
建
っ
て
い
る
、点
在
す

る
家
々
を
み
る
が
、往
診
先
は
ま
さ
に
そ
う
い

う
所
で
、細
く
、回
り
く
ね
っ
た
山
道
を
四
輪

駆
動
の
軽
自
動
車
で
患
者
宅
へ
と
向
か
う
。

運
転
し
て
く
れ
る
診
療
所
の
職
員
は
、全
員

が
そ
の
あ
た
り
育
ち
で
、苦
も
無
く
、回
り

く
ね
っ
て
山
道
を
疾
走
す
る
が
、一つ
間
違
う

と
谷
底
へ
真
っ
逆
さ
ま
と
、都
会
育
ち
の
当
方

は
ま
さ
に
冷
や
冷
や
も
の
で
あ
る
。患
家
の
庭

先
は
狭
く
、端
に
近
づ
く
と
、真
下
は
谷
か
、一

段
下
の
幅
の
狭
い
畠
か
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。〝
診
療
所
へ
行
く
の
を
嫌
が
る
の
で
〞と

い
う
言
葉
に
迎
え
ら
れ
、診
察
を
し
て
、〝
後

で
、診
療
所
に
薬
を
取
り
に
来
る
よ
う
に
〞

で
、大
抵
の
場
合
、終
わ
り
と
な
る
。

自
然
の
癒
し
と
厳
し
さ
と

　

こ
ぎ
れ
い
な
、開
け
放
た
れ
た
平
屋
の
居

間
か
ら
見
渡
せ
ば
、谷
の
向
こ
う
の
山
腹
に

隣
の
家
が
あ
り
、春
先
な
ど
は
、ほ
ん
に
長
閑

な
眺
め
で
あ
る
。と
こ
ろ
が
、冬
雪
に
閉
じ
込

め
ら
れ
る
と
、大
変
な
こ
と
に
な
る
。冬
場
よ

く
1
〜
2
週
間
余
分
に
薬
が
ほ
し
い
と
言
わ

れ
て
い
た
が
、こ
れ
は
、雪
に
閉
じ
込
め
ら
れ

た
場
合
の
備
え
の
た
め
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ

る
。

　

あ
る
日
、一
人
住
い
の
老
婦
人
が
死
亡
し
て

い
る
の
で
来
て
ほ
し
い
と
い
う
電
話
が
あ
っ
た
。

道
は
御
多
分
に
洩
れ
ず
、九
十
九
折
で
、先
に

来
て
い
た
警
察
の
車
で
道
は
ふ
さ
が
れ
、坂
道

を
歩
い
て
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。仏
は
居
間

に
裸
の
状
態
で
安
置
さ
れ
て
お
り
、先
着
の

警
察
官
か
ら
、〝
事
件
性
は
な
い
よ
う
で
す
〞

と
言
わ
れ
、型
通
り
の
死
体
検
案
を
し
、自

然
死
ら
し
い
こ
と
を
確
認
し
た
。隣
家
の
人
の

話
で
は
、昨
日
下
の
畑
で
畑
仕
事
を
し
て
い
た

の
を
目
撃
し
た
が
、今
日
昼
前
に
郵
便
配
達

夫
が
、庭
の
石
段
に
座
っ
た
状
態
で
死
亡
し
て

い
る
仏
を
発
見
、通
報
し
た
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。見
れ
ば
、入
口
の
土
間
に
植
え
残
し
た
茄

子
の
苗
が
数
本
、置
き
ざ
ら
し
に
さ
れ
て
い

た
。昨
日
は
、母
の
日
の
お
祝
に
岡
山
か
ら
息

子
夫
婦
が
き
て
い
た
が
、ま
た
呼
び
戻
す
こ

と
に
な
っ
た
と
、隣
人
が
話
し
て
い
た
。

　

時
々
、診
療
所
に
通
院
し
て
い
た
よ
う
で
、

カ
ル
テ
に
は
、施
設
へ
の
入
所
を
勧
め
て
い
る

が
、応
ぜ
ず
一
人
住
ま
い
を
続
け
て
い
る
と
書

か
れ
て
い
た
。最
後
の
迎
え
方
は
、人
そ
れ
ぞ

れ
で
あ
る
。こ
の
八
十
路
余
り
の
婦
人
の
最
後

に
、な
ん
と
な
く
羨
ま
し
さ
を
感
じ
さ
せ
ら

れ
た
。独
居
で
あ
っ
て
も
、身
内
と
は
心
が
通

じ
合
っ
て
お
り
、人
に
迷
惑
を
掛
け
ず
、安
ら

か
な
死
顔
ま
た
座
っ
た
ま
ま
の
状
態
で
あ
っ

た
こ
と
な
ど
か
ら
し
て
、多
分
、あ
ま
り
苦
し

む
こ
と
も
な
く
、最
後
の
息
を
引
き
取
っ
た
と

思
は
れ
る
。庭
先
に
身
を
置
き
、近
所
の
人
の

話
を
聞
い
て
い
る
と
、〝
願
は
く
は
、花
の
下
に

て
、春
死
な
む
、そ
の
き
さ
ら
ぎ
の
、望
月
の
こ

ろ
〞と
い
う
西
行
の
歌
が
、ふっ
と
こ
こ
ろ
を
よ

ぎ
っ
た
。

　

最
新
の
医
療
機
器
に
囲
ま
れ
て
の
最
後

と
、ど
ち
ら
が
よ
り
人
間
的
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、限
界
集
落
の
灯
が
、ま

た一つ
消
え
て
いっ
た
。

■ 社会貢献
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「
と
く
し
ま
協
働
の
森
づ
く
り
事
業
」と

は
、徳
島
県
が
平
成
21
年
4
月
よ
り
施
行
し
た

「
徳
島
県
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
条
例
」の

森
林
・
林
業
部
門
で
の
取
組
と
し
て
開
始
さ

れ
た
事
業
で
す
。こ
れ
は
近
年
欧
米
を
中
心

に
活
発
と
な
っ
て
き
た『
カ
ー
ボ
ン・
オ
フ
セ
ッ

ト
』の
考
え
に
基
づ
い
た
も
の
で
す
。

　

我
々
が
日
々
の
生
活
を
送
り
、経
済
活
動

を
す
る
こ
と
で
、C
O
2
な
ど
の
温
室
効
果

ガ
ス
が
排
出
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
ず
基
本
的
に

は
、省
エ
ネ
な
ど
で
ガ
ス
の
排
出
を
抑
制
で
き

る
よ
う
に
努
め
ま
す
。次
に
避
け
る
こ
と
の
で

き
な
い
排
出
量
を
算
出
し
た
上
で
、企
業
か

ら
の
支
援
や
投
資
等
に
よ
る
間
伐
や
植
樹
な

ど
の
森
林
整
備
を
行
い
ま
す
。カ
ー
ボ
ン・
オ

フ
セ
ッ
ト
と
は
、排
出
さ
れ
た
温
室
効
果
ガ
ス

を
、適
正
に
整
備
さ
れ
た
森
林
に
よ
り
、吸
収

し
て
相
殺
す
る
こ
と
で
、実
質
ゼ
ロ
に
し
よ
う

と
い
う
考
え
方
で
す
。こ
の
言
葉
は
、カ
ー
ボ

ン
ダ
イ
オ
キ
サ
イ
ド（
c
a
r
b
o
n 

d
i
o
x
i
d
e
；
二
酸
化
炭
素
）と
オ
フ

セ
ッ
ト（
o
f
f
s
e
t
；
相
殺
す
る
、埋
め

合
わ
せ
を
す
る
）に
由
来
し
て
い
ま
す
。

　

医
療
法
人
川
島
会
は
こ
の
事
業
に
参
画
し
、

平
成
23
年
8
月
5
日
、徳
島
県
と
社
団
法
人
と

く
し
ま
森
と
み
ど
り
の
会
と
の
間
で「
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
」を
締
結
致
し
ま
し
た
。

（
写
真
①
）

　　

協
定
に
よ
る
森
林
の
所
在
地
は
、三
好
市

西
祖
谷
山
村
で
、面
積
は
9
・
0
0
ha
と
な
り

ま
す
。（
図
①
②
）

　

　

平
成
24
年
5
月
13
日（
日
）、徳
島
県・（
社
）

と
く
し
ま
森
と
み
ど
り
の
会
・（
社
）徳
島
県
林

業
公
社
・
三
好
西
部
森
林
組
合
ご
協
力
の

下
、職
員
36
名
に
て
ス
ギ
、ケ
ヤ
キ
各
40
本
を

植
栽
し
ま
し
た
。（
写
真
②
③
④
⑤
⑥
）

　

川
島
会
の
植
栽
に
よ
る
C
O
2
吸
収
量

は
、年
間
43
・
12
t
と
認
証
さ
れ（
図
③
）徳

島
県
よ
り「
森
林
C
O
2
吸
収
証
明
書
」が

交
付
さ
れ
ま
し
た
。（
写
真
⑦
）

　

医
療
法
人
川
島
会
で
は
、西
祖
谷
山
村
診

療
所
へ
医
師
派
遣
を
行
って
お
り
ま
す
が
、ゆ

か
り
の
あ
る
地
域
に
て
植
樹
活
動
を
行
う
こ

と
で
き
ま
し
た
。医
療
に
よ
る
健
康
増
進
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、地
球
環
境
に
対
し
て
も

貢
献
で
き
る
病
院
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

■ 社会貢献 『
と
く
し
ま
協
働
の
森
づ
く
り
事
業
』へ
参
画

① パートナーシップ協定式にて

図① 医療法人川島会 協定森林の所在地 徳島県三好市西祖谷山村

図② 医療法人川島会 協定森林の所在値

③ 植樹

② 植樹終了後の記念写真

⑥ 植樹した山の麓に看板が立てられました

⑦ 森林CO2吸収量証明交付式

⑤ 植樹 ④ 植樹

整備箇所図

植栽 9.00ha

図③

道の駅
にしいや道の駅

大歩危
新祖谷温泉
ホテルかずら橋

お山公園
洞窟

高野発電所

■

■

■

■

■

黒滝山

祖谷の
かずら橋

■

45
272

32

土
讃
線

大歩危駅

安楽寺
卍
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Photo 
Gallery
2011-2012

■ 慰安旅行
 ・パリ 2012.4-5
 ・ハワイ 2012.5
 ・神戸 2011.10

■ とくしまマラソン  2012.4

■ 健康・福祉フェスタ 2011.11

■ 阿波踊り 2012.8

■ バーベキュー 2012.7

写真で見る
川島ホスピタルグループ行事

今
年
の
病
院
慰
安
旅
行
中
に
訪
れ
た

「
ホ
ノ
ル
ル
州
立
美
術
館
」で
撮
影
し
ま
し
た
。

建
物
は
コ
ロ
ニ
ア
ル
ス
タ
イ
ル
で

洒
落
て
い
ま
し
た
し
、

収
蔵
品
も
な
か
な
か
粒
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
し
た
。

巡
回
バ
ス
で
美
術
館
前
ま
で
行
け
ま
す
の
で
、

お
す
す
め
で
す
。

BEST SHOT
今年の1枚

写真  ● 川島 周

川
島 

周
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Ｈ24年度慰安旅行
パリ　4泊6日　
期間：4/11～5/14
4班　76名参加

Kobe
Ｈ23年度慰安旅行
神戸フルーツフラワーパーク
Ｈ23.10.23

Ｈ24年度慰安旅行
ハワイ　4泊5日
期間：5/20～5/31
2班　24名参加

Paris

Hawaii Consolation Travel 
慰安旅行

2011-2012  Photo Gallery 
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とくしまマラソン
Tokushima Marathon

　前夜からの雨に開催も危ぶまれたが、どっこ
い止められない阿波っ子魂の徳島マラソン。降
りしきる雨の中、福島橋を12,000人が一斉にス
タートした。
　我が川島病院「遊走会」の旗のもと、メンバー
全員スタート付近に集結し、レーンコートを被っ
ての集合写真となった。今年新調した白と黒の
粋なユニフォームを身にまとい、藤井師長や総
務女性陣の熱いエールに送られながら遊走会
マラソンの火ぶたが切られた。
　思えば昨年11月、徳島マラソン打ち上げ会に
て、島名誉院長の音頭により今年の徳島マラソ
ン参加完走を決起したのであった。三月になり
遊走会のメンバーも増え、佐藤看護師や藤元
リーダーの肝煎りで日曜日の合同練習を開始。
　病院からユニフォームやスポーツドリンクの
支給など、親睦会を通じ温かいバックアップが
あった。なによりあの風雨の中で、沿道の応援
や写真撮影をしていただいた職員の方々には
頭が下がる思いで走らせてもらった。逆風のな
か高橋尚子選手の併走とハイタッチには感動
した。全員完走本当にありがとう。
　この夜俳句会に出席したあるメンバーの句
を紹介する。今回のマラソン情景がみえてくる
かもしれない。

　「走らねば寒し菜の花あらしかな」　
　　　　　　　　　　　遊走法師　　
おつかれさまでした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

2
0
0
8
年
に
第
1
回
大
会
が
開
催

さ
れ
、2
0
1
2
年
度
で
5
回
目
と
な
り

ま
す
。2
0
1
1
年
の
第
4
回
大
会
は
、

3
月
20
日
に
実
施
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た

が
、大
会
直
前
の
3
月
11
日
に
発
生
し
た

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
の
影
響
に
よ

り
、5
日
後
の
3
月
16
日
に
第
4
回
大
会

の
延
期
が
発
表
さ
れ
ま
し
た（
代
替
開
催

日
は
11
月
6
日
と
な
っ
た
）。

　

川
島
病
院
遊
走
会
：
川
島
病
院
で
は

第
１
回
大
会
よ
り
遊
走
会
を
立
ち
上

げ
、島
名
誉
医
院
長
を
は
じ
め
と
す
る

4
名
が
参
加
し
ま
し
た
。そ
の
後
も
人

数
を
増
や
し
て
お
り
現
在
で
は
十
数
名

も
の
人
数
が
遊
走
会
に
所
属
し
と
く
し

ま
マ
ラ
ソ
ン
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

第
5
回
大
会
は
徳
島
東
環
状
線 

阿

波
し
ら
さ
ぎ
大
橋
の
完
成
に
伴
い
、従
来

の
コ
ー
ス
が
変
更
さ
れ
、、新
し
い
コ
ー
ス

で
の
マ
ラ
ソ
ン
と
な
り
ま
し
た
。当
日
は
、

大
雨
と
強
風
の
影
響
で
大
変
厳
し
い
環

境
下
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、遊
走
会
の
メ

ン
バ
ー
13
名
が
参
加
し
、12
名
が
完
走
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

と
く
し
ま
マ
ラ
ソ
ン
は
全
国
的
に
み
て

も
と
て
も
走
り
や
す
い
コ
ー
ス
で
あ
り
と

て
も
人
気
の
あ
る
コ
ー
ス
だ
そ
う
で
す
。

是
非
、と
く
し
ま
マ
ラ
ソ
ン
に
参
加
し
遊

走
会
の
メ
ン
バ
ー
と
一
緒
に「
走
る
阿
呆
」

に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
み
ん
な
で
参
加

し
糖
尿
病
ゼ
ロ
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
走
る
の
が
ど
う
し
て
も
苦
手
と

い
う
人
は
、街
頭
で
応
援
す
る
の
は
い
か

が
で
す
か
？
走
っ
て
い
る
選
手
の
み
な
さ

ん
の
後
押
し
と
な
り
力
と
な
り
ま
す
。一

緒
に
徳
島
県
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

初挑戦のマラソンで悪天候･･･。 
完走できませんでしたが
沿道の温かい声援に力を
もらった気がします。 

来年は7km先のゴールを目指して、
リベンジしたいです。

とくしまマラソンとは、毎年4月下旬の日曜日に徳島県と
徳島市が開催する、四国最大規模のフルマラソンです。

全国ランニング大会百選に選定されています。

マラソンは走る度に新たな経
験をしますが、大嵐の今回は
また新たな経験をすることが

できました。

今までの大会で経験した事
のない天候の中、完走出来

てよかったです。

大嵐の中走るのもエラいですが、そん
な中、沿道には大勢の方が応援に出て
きて下さっていました。頭が下がりま
す。来年は走る側に回りませんか？

横なぐりの風雨には
恐れ入りました。

この夜俳句会に出席し、 
「走らねば寒し菜の花あらしかな」

の句が選に入りました。 

島 健二 
名誉院長 

萩原 雄一
臨床工学技士 

安田 建三 
放射線技師室長

佐藤 裕子
看護師

露口 達也
臨床工学技士

猪龍 浩司
診療放射線技師

麻 裕文
臨床工学技士

多田 浩章
臨床検査技士

相坂 佳彦
臨床工学技士松浦 香織

管理栄養士

藤元 圭一
用度課
 

澁谷 正和
庶務課

皆様の温かい応援のおかげで
完走することが出来ました。 

貴重な経験を積むことが出来ました。

初めてのマラソンが最悪の天候でど
うなることかと思いましたが、暑いより
寒い方がよかったせいか完走できて
よかったです。次回は時間短縮をめざ

したいです。

4時間切りを目標としていましたが
達成できませんでした。 
でも、参加メンバーが増え、
誰一人怪我なく走れたことが

良かったです。 
次もサブフォー狙います！！

あの嵐の天候の中を走りきれ
たので、ある程度の天候のマ
ラソンでは走りれそうです。 
次また機会があれば走ってみ

たいです。

あいにくの天気でしたが、ランナー、
沿道の応援、KHGスタッフの
団結力、さすが徳島マラソン・・・
最後まで完走できました あの悪天候の中、

みなさん「走る阿呆」で
大変楽しかったです。

悪天候の中での沿道の応援が
背中を後押ししてくれた
気がします。大変貴重な
経験ができました。

遊走会の
メンバーの

コメント

第5回 とくしまマラソン
川島病院「遊走会」レポート

放射線室長　安田 建三

2011-2012  Photo Gallery 
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オープニングでは力強い和太鼓の演奏が披露されました

AED講習・救急処置模擬実演も行われました。

理事長先生・島先生の餅つきの様子ですカッコイイ！！　エイサーです。

来場された方の健康相談を受けるコーナーもあります

ブレイクショーは子供たちに
大人気です

楽しいゲームコーナーもありました 恒例のお楽しみ抽選会の様子です

毎年１１月に開催される、川島健康・福祉フェスタ
今年で15回目となリます。(今年は１１月１１日に開催予定)
各部署から集まったメンバーで構成されるフェスタ準備委員会主導のもと、
職員一同、力をあわせて、準備・運営を行っています。
地域の方々との大切な交流の場となっています。

2011-2012  Photo Gallery 

Health & Welfare
FESTA健康・福祉フェスタ

ぜんざい・フランクフルトなど
様々な模擬店が出店しました
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AWA ODORI

　

川
島
病
院
連
で
は
本
番
の
約
2
ヶ
月

前
よ
り
娯
茶
平
七
代
目
連
長
岡
秀
昭
連

長
、数
藤
臨
床
工
学
技
士
の
指
導
の
下
、

週
２
回
の
練
習
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。練

習
に
は
た
く
さ
ん
の
職
員
が
参
加
し
汗

を
流
し
な
が
ら
踊
って
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
８
月
１２
日
に
参
加
と
な
り
ま

し
た
。川
島
病
院
連
は
川
島
理
事
長
を
含

む
82
名（
内
８
名
は
お
手
伝
い
）の
職
員
・

１３
名
の
職
員
の
子
供
た
ち
が
参
加
し
ま

し
た
。本
番
前
は
大
雨
で
し
た
が
、移
動

す
る
こ
ろ
に
は
雨
も
あ
が
り
絶
好
の
阿

波
踊
り
日
和
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
徳
島
市
役
所
前
演
舞
場
・
紺

屋
町
演
舞
場
で
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

今
年
参
加
し
た
職
員
の
か
た
か
ら
も

「
こ
ん
な
に
楽
し
い
と
は
思
わ
な
か
っ
た
」

な
ど
の
多
く
の
喜
び
の
声
が
聞
か
れ
ま
し

た
。

岡連長による熱心な指導を受けました

阿波踊り
徳島市の阿波踊りは8月12日～15日の4日間であり、

そのうちの日曜日には、わが川島会も“川島病院連”として参加しております。
（2011年発足）（娯茶平の連と一緒に参加）

いっちに
　

　いっち
に♪

また来年
も

来ようね
♪

8月12日
は

あいにく
雨模様・

・・

川島連の
熱気で

雨もなん
のその！

2011-2012  Photo Gallery 

優
雅
な
女
踊
り
勇
壮
な
男
踊
り

雨
に
も
負
け
な
い

高
張
ち
ょ
う
ち
ん
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バーベキューパーティーバーベキューパーティー
毎年、川島会の職員、また、その家族との親睦を目的に海や山へでかけていき
ます。今年は、美馬市にある四国三郎の郷でバーベキューを行いました。小さな
子供たちも参加し、広大な自然やおいしい食べ物にはしゃぐ姿もみられまし。ま
た、みんなで協力して火を起こし準備を進めることによって、自然と一体感も生
まれ会話も弾みます。大勢で食べるご飯はとてもおいしかったです。 P a r t

yBBQ

みんなで食べるご飯はすごくおいしい！

大苦戦・・・
なかなか火が
つかない・・

協力して火を
起こしてまーす♪

自然に囲まれた所で食べるご飯もおいしく、

たくさんの方々と交流できて楽しかったです。

他部署の方とゆっくり話せる場となりました。

互いの親睦も深まり大変有意義な時間とな

りました。

他部署の方や他職種の方と交流を持てる

場となりました。職場を離れて、楽しい時間を

過ごして仕事ももっと頑張ろうと思えました。

スイカ割りに

挑戦だ！！

［感想］

2011-2012  Photo Gallery 

おいしい

「
吉
見
俊
司
さ
ん
!!
」

川
島
会
の

ウ
ィ
リ
ア
ム
テ
ル
!!

S t a f  f  i n t r o d u c t i o n  

川
島
会
が
誇
る
ラ
イ
フ
ル
射
撃
の
名
手
!!

吉
見
俊
司
看
護
師
で
す
☆

吉
見
看
護
師
は
現
在
川
島
病
院
透
析
室

で
勤
務
し
て
い
ま
す
。

吉
見
看
護
師
は
誰
か
ら
も
愛
さ
れ
る
看

護
師
で
す
。

ー
射
撃
は
い
つ
頃
か
ら
は
じ
め
ま
し
た
か
？

高
校
時
代
よ
り
は
じ
め
ま
し
た
。

高
校
入
学
時
の
部
活
紹
介
で
同
好
会
と
し
て
発
足
す
る
と

説
明
が
あ
り
、

友
達
に
誘
わ
れ
て
入
部
し
ま
し
た
。

ー
ど
こ
で
練
習
？

徳
島
市
入
田
町
の
徳
島
市
ラ
イ
フ
ル
射
撃
場
で
す
。

ー
ラ
イ
フ
ル
の
取
扱
い
で
、特
に
資
格
や
所
持
の
決
ま
り

と
か
は
？

銃
刀
法
に
基
づ
く
所
持
許
可
で
、3
年
に
1
回
の
更
新
と
、

年
1
回
の
所
轄
警
察
署
で
の
銃
の
確
認
が
あ
り
ま
す
。

ー
普
段
ど
ん
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て
い
ま
す
か
？

週
2
回
の
実
戦
を
想
定
し
た
射
撃
練
習
と
体
幹
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ー
こ
れ
ま
で
の
実
績
は
？

1
9
9
8
年
世
界
選
手
権
バ
ル
セ
ロ
ナ
大
会
出
場

1
9
9
9
年
ソ
ウ
ル
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
出
場

2
0
0
1
年
ア
ジ
ア
選
手
権
マ
レ
ー
シ
ア
大
会
出
場

10
ｍ
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
40
発
競
技　

高
校
記
録

10
ｍ
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
60
発
競
技　

日
本
タ
イ

10
ｍ
エ
ア
ー
ラ
イ
フ
ル
60
発
競
技　

日
本
タ
イ

国
体
12
回
出
場　

12
回
入
賞

ー
心
に
残
っ
て
い
る
思
い
出
は

大
学
時
代
主
将
を
務
め
た
イ
ン
カ
レ
に
お
い
て
、

全
団
体
種
目
大
会
新
記
録
。総
合
団
体
新
記
録
で
優
勝
で

き
た
こ
と
で
す
。

ー
大
会
で
勝
ち
進
む
た
び
に
緊
張
の
連
続
と
思
い
ま
す
。

気
持
ち
を
落
ち
着
か
せ
る
コ
ツ
な
ど
？

平
常
心
で
臨
め
る
よ
う
練
習
の
時
か
ら
ル
ー
チ
ン
ワ
ー
ク

を
意
識
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

ー
仕
事
と
の
両
立
に
つ
い
て
思
う
こ
と

理
事
長
先
生
を
は
じ
め
職
場
の
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
が
あ
り
、大
会
に
気
持
ち
良
く
参
加
さ
せ
て
頂
い
て

お
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
環
境
に
感
謝
し
、少
し
で
も
恩
返
し
で
き
る

よ
う
結
果
を
出
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

吉
見
さ
ん
一
問
一
答
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腎
臓
に
は
血
液
の
老
廃
物
を
尿
と
し
て
体

外
に
排
出
す
る
役
割
の
ほ
か
、▽
血
液
の
中
の

ミ
ネ
ラ
ル
分（
ナ
ト
リ
ウ
ム
や
カ
リ
ウ
ム
）を
正

常
に
保
つ
▽
血
液
を
造
る
ホ
ル
モ
ン
を
分
泌
す

る
、な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
働
き
が
あ
る
。

　

腎
臓
の
機
能
が
低
下
し
た
状
態
を
慢
性

腎
臓
病（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）と
い
う
。現
在
、日
本
の
慢

性
腎
臓
病
患
者
は
軽
い
人
も
含
め
て
約
１
３

３
０
万
人
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。慢
性
腎
臓

病
は
放
置
す
る
と
腎
不
全
へ
と
進
行
し
、重

症
に
な
る
と
人
工
透
析
や
腎
移
植
を
受
け
な

け
れ
ば
生
き
ら
れ
な
く
な
って
し
ま
う
。人
工

透
析
を
受
け
て
い
る
患
者
数
は
す
で
に
３０
万

人
を
突
破
し
て
お
り
、毎
年
増
え
続
け
て
い

る
の
が
現
状
だ
。

　

ま
た
慢
性
腎
臓
病
か
ら
心
筋
梗
塞（
こ
う

そ
く
）や
脳
卒
中
な
ど
命
に
か
か
わ
る
病
気

の
発
症
リ
ス
ク
が
高
ま
る
こ
と
も
明
ら
か
に

な
って
い
る
。

　

慢
性
腎
臓
病
は
肥
満
や
運
動
不
足
、飲

酒
、喫
煙
、ス
ト
レ
ス
な
ど
の
生
活
習
慣
が
深

く
か
か
わ
って
い
る
。ま
た一昔
前
は
腎
不
全
の

原
因
と
な
る
病
気
は
慢
性
腎
炎
が
多
か
っ
た

が
、今
や
一
番
の
原
因
が
糖
尿
病
で
あ
り
、動

脈
硬
化
か
ら
腎
硬
化
症
を
発
症
し
て
腎
不

全
に
至
る
ケ
ー
ス
も
増
え
つつ
あ
る
。

　

慢
性
腎
臓
病
は
自
覚
症
状
が
少
な
い
た
め

早
期
発
見
が
難
し
い
。普
段
か
ら
健
康
診
断

な
ど
で
定
期
的
に
尿
検
査
や
血
液
検
査
を

受
け
て
、自
分
の
腎
機
能
を
チ
ェッ
ク
し
て
お

く
こ
と
が
大
切
だ
。

　

血
液
検
査
で
測
定
す
る
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
は

筋
肉
か
ら
出
る
老
廃
物
で
あ
り
、腎
機
能
が

低
下
す
る
と
血
液
中
に
た
ま
る
た
め
、そ
の

値
が
低
け
れ
ば
正
常
、高
け
れ
ば
要
注
意
と

な
る
。今
後
の
参
考
に
し
て
ほ
し
い
。

　
いっ
た
ん
腎
機
能
が
低
下
す
る
と
回
復
さ

せ
る
こ
と
は
難
し
い
が
、進
行
を
遅
ら
せ
る
こ

と
は
で
き
る
。腎
不
全
に
な
ら
な
い
た
め
に

も
、普
段
の
生
活
習
慣
を
見
直
す
と
と
も

に
、高
血
圧
や
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病

が
あ
る
人
は
き
ち
ん
と
治
療
し
て
お
く
こ
と

が
重
要
だ
。

　
川
島 

周
理
事
長
あ
い
さ
つ

　　

腎
疾
患
の
治
療
に
取
り
組
み
始
め
た

昭
和
４０
年
代
後
半
は
、感
染
な
ど
か
ら
若

く
し
て
腎
臓
病
を
発
症
す
る
ケ
ー
ス
が
多

く
、３０
〜
４０
代
で
透
析
を
始
め
る
人
も
い

た
。と
こ
ろ
が
最
近
で
は
生
活
習
慣
病

か
ら
腎
臓
病
に
な
る
人
が
増
え
て
い
る
。

　

生
活
習
慣
病
は
食
生
活
や
運
動
な

ど
日
常
生
活
に
原
因
が
あ
る
た
め
、患

者
さ
ん
自
身
が
生
活
習
慣
を
改
善
す

れ
ば
、自
分
の
力
で
病
気
を
治
す
こ
と

も
で
き
る
し
、生
活
習
慣
病
に
端
を
発

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
を
予
防
す
る
こ

と
も
で
き
る
。本
日
の
講
演
を
ぜ
ひ
皆

さ
ん
の
今
後
の
健
康
に
役
立
て
て
い
た

だ
き
た
い
。

   

川
島
病
院
院
長
あ
い
さ
つ

　

生
活
習
慣
病
は
そ
の
名
の
通
り
、食

事
や
運
動
、喫
煙
、飲
酒
な
ど
日
常
の

生
活
習
慣
が
病
気
の
発
症
に
大
き
く

か
か
わ
っ
て
い
る
。日
本
人
の
約
３
分
の

２
が
生
活
習
慣
病
に
関
連
し
た
病
気
で

亡
く
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
り
、肥

満
は
生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
を
さ
ら
に

高
め
る
こ
と
に
な
る
。

　

本
日
は
生
活
習
慣
病
の
中
か
ら
、身

近
な
病
気
と
し
て
腎
臓
病
、心
臓
病
、

糖
尿
病
、歯
周
病
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の

専
門
医
が
分
か
り
や
す
く
解
説
す
る
。

最
後
に
当
病
院
に
最
近
導
入
さ
れ
た

前
立
腺
肥
大
症
の
新
し
い
レ
ー
ザ
ー
治

療
に
つい
て
も
併
せ
て
報
告
し
た
い
。

川島病院
市民公開講座

第2回

　第２回医療法人川島会川島病院市民公開講座「じわりと怖い生活習慣
病」（同病院、徳島新聞社主催）が2012年7月１日、徳島市のホテルクレメ
ント徳島で開かれた。
　生活習慣病である腎臓病、心臓病、糖尿病、歯周病について同病院の医
師らが講演。「日本人の約３分の２が生活習慣病で亡くなっている。ぜひこ
の機会に生活習慣を見直して、病気の予防に努めてほしい」と呼び掛けた。
　質疑応答では事前に寄せられた質問に対して講演者がそれぞれ回答し
た。講演と質疑応答の要旨は次のとおり。

座長・水口 潤

理事長・川島 周

座
長
・
水
口 

潤

松尾 清一氏
名古屋大学副総長、
名古屋大学

医学部附属病院長

生
活
習
慣
病
と
し
て
の

慢
性
腎
臓
病
と
そ
の
対
策

特別
講演

講演
①

　

狭
心
症
は
心
臓
の
筋
肉
に
血
液
を
送
る

冠
動
脈
が
動
脈
硬
化
で
狭
く
な
り
、血
流
が

不
足
す
る
こ
と（
虚
血
）に
よ
り
一
時
的
に
胸

が
苦
し
く
な
る
。心
筋
梗
塞
は
冠
動
脈
が
血

栓
で
詰
ま
っ
て
心
臓
の
筋
肉
に
血
液
が
流
れ

な
く
な
り
、長
時
間
胸
の
症
状
が
続
く
。

　

狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
は
動
脈
硬
化
か
ら

引
き
起
こ
さ
れ
る
が
、動
脈
硬
化
の
危
険
因

子
に
は
高
血
圧
・
脂
質
異
常
症（
高
脂
血

症
）・
内
臓
肥
満
・
喫
煙
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

る
。

　

動
脈
硬
化
の
予
防
と
生
活
習
慣
改
善
の

ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
た
い
。

　

血
圧
の
目
標
値
は
一
般
の
人
で
１
４
０

m
m
H
g

未
満
、糖
尿
病
心
筋
梗
塞
や
腎
疾

患
の
合
併
が
あ
る
人
は
１
３
０m

m
H
g

未
満

が
望
ま
し
い
。普
段
か
ら
家
庭
血
圧
を
測
って

記
録
し
て
お
く
と
血
圧
の
管
理
に
役
立
つ
。

　
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
Ｌ
Ｄ
Ｌ（
悪
玉
）コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
の
値
が
１
４
０m

g/dl

以
上
の
場
合
は

生
活
習
慣
の
改
善
が
必
要
。Ｈ
Ｄ
Ｌ（
善
玉
）

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
動
脈
硬
化
を
予
防
す
る
の

で
高
い
ほ
う
が
よ
い
。適
度
な
運
動
は
Ｈ
Ｄ
Ｌ

を
上
げ
る
効
果
も
あ
る
の
で
お
勧
め
し
た
い
。

　

生
活
習
慣
の
改
善
と
し
て
①
運
動
は
速

歩
か
ス
ロ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
レ
ベ
ル
で
１
日
３０
分
以

上
、週
３
回
以
上
行
う
②
塩
分
は
１
日
６
㌘

以
下
に
抑
え
る
③
野
菜
・
果
物
・
魚
は
積
極

的
に
食
べ
る
④
ア
ル
コ
ー
ル
は
１
日
２５
㌘
が
適

量
⑤
禁
煙
⑥
減
量（
Ｂ
Ｍ
Ｉ

２５
未
満
を
目

標
）―
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

狭
心
症
、心
筋
梗
塞
は
気
を
つ
け
れ
ば
必

ず
予
防
で
き
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。自
分

の
体
の
状
態
を
把
握
し
て
、悪
い
生
活
習
慣

が
あ
れ
ば
、そ
れ
を
改
善
す
る
と
リ
ス
ク
は

確
実
に
減
る
。一つ
で
も
二
つ
で
も
リ
ス
ク
を
減

ら
し
て
、大
き
な
病
気
に
な
ら
な
い
よ
う
に
気

を
つ
け
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西内 健
（川島病院副院長）

狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
に

な
ら
な
い
た
め
に
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講演
③

川島 友一郎
（川島病院歯科医師）

歯
周
病
と
わ
か
っ
た
ら

講演
②

野間 喜彦
（川島病院糖尿病科部長）

徳
島
県
民
に
と
っ
て

糖
尿
病
と
は

事例
報告

西谷 真明
（川島病院泌尿器科部長）

新
し
い
前
立
腺
肥
大
症

レ
ー
ザ
ー
手
術
の
御
紹
介

　

徳
島
県
が
糖
尿
病
死
亡
率
１４
年
間
連
続
全

国
ワ
ー
ス
ト
１
位
だ
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
。平
成
１９
年
に
は
７
位
ま
で
下
がっ
た
も

の
の
、そ
の
後
、現
在
ま
で
４
年
連
続
で
ワ
ー
ス

ト
１
位
が
続
い
て
い
る
。

　

平
成
１５
年
の
調
査
で
は
県
民
４０
歳
以
上
で

１０
人
に
１
人
が
糖
尿
病
、４
人
に
１
人
は
糖

尿
病
予
備
軍
で
あ
っ
た
。さ
ら
に
▽
３
人
に
１

人
が
食
べ
過
ぎ
▽
間
食
す
る
人
の
割
合
が
高

い
▽
肥
満
者
の
割
合
が
高
い
▽
１
日
あ
た
り
の

歩
数
が
全
国
平
均
よ
り
も
１
０
０
０
歩
少
な

い
、な
ど
の
結
果
が
出
た
。

　

そ
こ
で
県
と
県
医
師
会
は
平
成
１７
年
に「
糖

尿
病
緊
急
事
態
宣
言
」を
発
令
し
、さ
ま
ざ

ま
な
啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

平
成
２２
年
の
県
民
健
康
栄
養
調
査
で
は
、

県
内
の
糖
尿
病
者
と
そ
の
予
備
軍
の
数
は
減

少
。肥
満
者
の
割
合
も
減
り
、１
日
あ
た
り
の

歩
数
も
全
国
並
に
な
っ
た
。県
民
の
努
力
に

よ
っ
て
、ワ
ー
ス
ト
１
位
脱
却
も
近
い
と
期
待

で
き
る
結
果
で
あ
っ
た
。た
だ
し
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
人
が
増
え
て
い
る
ほ
か
、間

食
す
る
習
慣
も
変
わ
ら
ず
多
い
。

　

お
菓
子
を
勧
め
る
習
慣
が
吉
野
川
沿
い
の

地
域
に
多
く
、そ
の
エ
リ
ア
は
糖
尿
病
死
亡

率
も
高
い
。こ
の
結
果
か
ら
、間
食
と
糖
尿
病

を
す
ぐ
結
び
つ
け
る
の
は
安
直
だ
が
、食
習

慣
の
影
響
は
い
ま
だ
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

糖
尿
病
を
予
防
し
、治
療
す
る
た
め
に

は
、そ
れ
ま
で
の
食
生
活
や
生
活
習
慣
を
見

直
し
て
、血
糖
や
体
重
、血
圧
な
ど
の
継
続
的

な
自
己
管
理
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

ま
た
、糖
尿
病
を
、早
期
発
見
す
る
た
め

に
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。治

療
を
早
く
は
じ
め
、合
併
症
に
よ
る
生
活
の

質
の
低
下
を
防
ぎ
死
亡
リ
ス
ク
を
下
げ
よ

う
。病
気
を
正
し
く
理
解
し
て
、自
分
の
体

を
守
る
た
め
に
必
要
な
治
療
を
継
続
し
て
受

け
る
こ
と
が
大
切
だ
。

　

歯
周
病
は
歯
周
組
織
に
歯
周
病
菌
が
感

染
し
、歯
肉（
歯
茎
）が
腫
れ
た
り
、出
血
し

た
り
、最
終
的
に
は
歯
が
抜
け
て
し
ま
う
病

気
。

　

歯
周
病
に
な
る
と
▽
歯
茎
が
腫（
は
）れ

る
・
う
ず
く
▽
冷
た
い
も
の
が
し
み
る
▽
歯
茎

か
ら
膿（
う
み
）が
出
る
▽
口
臭
が
す
る
▽
昔

よ
り
歯
が
長
く
出
っ
歯
に
見
え
る
▽
歯
が
グ

ラ
グ
ラ
す
る
、な
ど
の
症
状
が
出
る
。そ
の
結

果
、食
事
が
う
ま
く
で
き
な
く
な
っ
た
り
、

し
ゃ
べ
り
づ
ら
く
な
っ
た
り
と
、生
活
の
質
そ

の
も
の
が
低
下
す
る
。

　

歯
周
病
と
わ
か
っ
た
時
に
は
か
な
り
進
行

し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。普
段
か
ら
自
分
の

口
の
中
を
よ
く
見
て
、出
血
や
腫
れ
な
ど
の

違
和
感
が
あ
れ
ば
歯
科
を
受
診
す
る
こ
と
。

定
期
的
に
歯
科
で
歯
垢（
し
こ
う
）・
歯
石
を

と
っ
て
も
ら
い
、自
宅
で
き
ち
ん
と
ブ
ラ
ッ
シ
ン

グ
す
る
こ
と
が
予
防
に
つ
な
が
る
。

　

最
近
で
は
歯
周
病
が
生
活
習
慣
病
で
あ

る
と
認
識
さ
れ
て
い
る
。そ
の
理
由
は
、歯
磨

き
や
喫
煙
、食
生
活
な
ど
の
生
活
習
慣
で
そ

の
発
症
・
進
行
が
大
き
く
左
右
さ
れ
る
と
い

う
側
面
も
あ
る
が
、歯
周
病
が
糖
尿
病
合
併

症
の一つ
で
あ
る
こ
と
も
大
き
い
。

　

歯
周
病
は
糖
尿
病
を
悪
化
さ
せ
る
要
因

で
あ
り
、歯
周
病
を
治
療
す
れ
ば
糖
尿
病
が

改
善
す
る
こ
と
も
分
か
っ
て
き
て
い
る
。徳
島

県
は
糖
尿
病
死
亡
率
全
国
ワ
ー
ス
ト
１
で
知

ら
れ
る
が
、成
人
の
中
等
度
以
上
の
歯
周
病

の
割
合
も
全
国
平
均
に
比
べ
て
高
い
。

　

そ
こ
で
県
は
今
年
２
月
か
ら「
笑
顔
が
踊

る
と
く
し
ま
歯
と
口
腔（
こ
う
く
う
）の
健
康

づ
く
り
推
進
条
例
」を
ス
タ
ー
ト
。医
科
・
歯

科
連
携
で
糖
尿
病
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療

を
意
識
し
た
歯
周
病
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

る
。こ
の
よ
う
に
歯
周
病
は
全
身
の
病
気
と

関
連
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、何
か
あ
れ
ば
歯
科

医
師
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、医
師
に
も
相
談

し
て
ほ
し
い
。

　

　

前
立
腺
肥
大
症
と
は
加
齢
と
と
も
に
前
立

腺
が
肥
大
し
、排
尿
障
害
を
き
た
す
男
性
特

有
の
病
気
。薬
物
治
療
で
は
、前
立
腺
の
緊
張

を
和
ら
げ
る
薬
や
前
立
腺
を
小
さ
く
す
る
ホ

ル
モ
ン
剤
の
服
用
が一般
的
だ
が
、薬
の
効
果
が

出
に
く
い
人
や
中
等
度
か
ら
重
度
の
症
状
が

見
ら
れ
る
人
に
は
手
術
が
適
応
と
な
る
。

　

手
術
は
経
尿
道
的
前
立
腺
切
除
術（
尿
道

か
ら
内
視
鏡
を
挿
入
し
て
電
気
メ
ス
で
前
立

腺
を
切
除
す
る
）が
標
準
的
な
治
療
法
に
な

る
が
、最
近
で
は
前
立
腺
レ
ー
ザ
ー
手
術
が
体

に
負
担
の
少
な
い
治
療
法
と
し
て
急
速
に
普

及
し
て
き
て
い
る
。

　

現
在
、前
立
腺
肥
大
症
の
レ
ー
ザ
ー
手
術
に

お
い
て
、海
外
で
は
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ト
レ
ー
ザ
ー

手
術
が
最
も
多
く
選
択
さ
れ
て
い
る
。手
術
法

は
緑
色
の
特
殊
な
レ
ー
ザ
ー
光
を
尿
道
か
ら

前
立
腺
の
組
織
に
照
射
し
、組
織
を
蒸
散（
蒸

発
）さ
せ
て
肥
大
し
た
部
分
を
除
去
す
る
。

グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ト
レ
ー
ザ
ー
手
術
の
メ
リ
ッ
ト
は

①
出
血
が
少
な
い
②
術
後
の
痛
み
が
少
な
い
③

圧
迫
止
血
の
必
要
は
な
く
、手
術
翌
日
に
は
尿

道
カ
テ
ー
テ
ル
を
抜
け
る
④
治
療
成
績
も
前

立
腺
切
除
術
と
変
わ
ら
な
い
⑤
入
院
期
間
が

短
い（
４
日
程
度
）―
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

日
本
で
は
昨
年
６
月
か
ら
保
険
適
応
と
な

り
、当
院
で
は
今
月
か
ら
四
国
で
初
め
て
グ

リ
ー
ン
ラ
イ
ト
レ
ー
ザ
ー
手
術
を
導
入
し
て
い

る
。前
立
腺
肥
大
症
の
治
療
は
か
な
り
進
歩
し

て
い
る
の
で
、お
悩
み
の
方
は一度
相
談
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

　

質
疑
応
答
で
は
、事
前
に
寄
せ
ら
れ
た
質
問
に
対
し

て
講
演
者
が
そ
れ
ぞ
れ
回
答
し
た
。司
会
は
水
口
潤
院

長
が
務
め
た
。内
容
は
次
の
と
お
り
。

ス
テ
ン
ト
治
療
し
た
後
の
定
期
検
査
は
、カ
テ
ー
テ
ル
検

査
の
代
わ
り
に
マ
ル
チ
ス
ラ
イ
ス
Ｃ
Ｔ
で
代
用
で
き
ま
せ

ん
か
？

（
西
内
）Ｃ
Ｔ
で
も
検
査
は
可
能
だ
が
、ス
テ
ン
ト
の
径
が
細

い
場
合
や
ス
テ
ン
ト
の
金
属
に
厚
み
が
あ
る
場
合
、石
灰
化

し
た
中
に
ス
テ
ン
ト
が
留
置
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、Ｃ
Ｔ
で

判
断
す
る
の
は
難
し
い
。患
者
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
に
Ｃ
Ｔ
と
カ

テ
ー
テ
ル
を
使
い
分
け
て
検
査
す
る
こ
と
に
な
る
。

心
筋
梗
塞
は
急
に
な
る
も
の
で
す
か
？

（
西
内
）心
筋
梗
塞
を
起
こ
し
た
人
の
半
数
は
狭
心
症
の
病

歴
が
な
く
発
症
し
て
い
る
。一
方
で
強
い
狭
心
症
の
発
作
が

出
て
、そ
れ
は
い
っ
た
ん
治
ま
っ
た
も
の
の
、次
に
起
こ
っ
た

発
作
が
心
筋
梗
塞
だ
っ
た
と
い
う
人
も
多
い
。狭
心
症
の
発

作
を
初
め
て
経
験
し
た
と
き
、ま
た
は
い
つ
も
よ
り
強
い

発
作
が
出
た
場
合
は
、心
筋
梗
塞
の
前
触
れ
の
可
能
性
が

あ
る
の
で
、速
や
か
に
医
療
機
関
を
受
診
し
て
ほ
し
い
。

糖
尿
病
予
備
軍
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
？

（
野
間
）血
糖
値
が
正
常
よ
り
は
高
く
、糖
尿
病
と
診
断
さ

れ
る
値
よ
り
は
低
い
状
態
に
あ
る
人
を
予
備
軍
と
い
う
。

予
備
軍
の
状
態
で
も
、大
血
管
の
動
脈
硬
化
は
や
や
進
み

や
す
く
、数
年
の
う
ち
に
糖
尿
病
に
な
る
人
が
多
い
た
め
、

予
備
軍
の
と
き
こ
そ
食
生
活
や
運
動
な
ど
の
生
活
習
慣
を

改
善
し
て
、血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
努
め
て
ほ
し
い
。

糖
尿
病
の
予
防
に
つ
い
て
教
え
て
ほ
し
い
。

（
野
間
）糖
尿
病
に
も
い
く
つ
か
タ
イ
プ
が
あ
り
、遺
伝
的

に
イ
ン
ス
リ
ン
の
出
が
悪
い
人
や
老
化
な
ど
で
糖
尿
病
に

な
る
人
も
い
る
。生
活
習
慣
が
原
因
の
糖
尿
病
で
あ
れ
ば
、

食
生
活
や
肥
満
、ス
ト
レ
ス
、運
動
不
足
な
ど
悪
い
生
活
習

慣
を
改
善
す
る
こ
と
で
予
防
を
期
待
で
き
る
。

歯
周
病
で
た
く
さ
ん
の
歯
を
な
く
し
ま
し
た
。今
後
進
行

を
抑
え
る
に
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
効
果
的
で
す
か
？

（
川
島
友
）歯
周
病
の
進
行
抑
制
に
は
、歯
垢
を
除
去
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
た
め
、薬
な
ど
の
使
用
は
必
ず
し
も

効
果
的
で
は
な
い
場
合
が
あ
る
。普
段
か
ら
口
の
中
を
見

て
、腫
れ
や
出
血
な
ど
が
あ
れ
ば
我
慢
せ
ず
に
歯
科
を
受

診
し
、定
期
的
に
歯
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
て
ほ
し
い
。

歯
周
病
は
ほ
か
の
病
気
を
引
き
起
こ
し
ま
す
か
？

（
川
島
友
）歯
周
病
が
他
の
病
気
を
引
き
起
こ
す
事
は
な
い

が
、糖
尿
病
や
心
筋
梗
塞
、動
脈
硬
化
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す

と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。ま
た
歯
周
病
が
引
き
金
に

な
っ
て
高
齢
者
の
誤
嚥
性（
ご
え
ん
せ
い
）肺
炎
や
妊
婦
の

方
の
早
産
の
リ
ス
ク
を
高
め
る
こ
と
も
分
か
っ
て
い
る
。

前
立
腺
肥
大
症
は
ど
の
時
期
に
手
術
し
た
ら
良
い
で
す

か
？

（
西
谷
）膀
胱（
ぼ
う
こ
う
）に
尿
が
た
ま
っ
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
尿
が
出
な
い
尿
閉（
に
ょ
う
へ
い
）の
状
態
や
血

尿
が
出
る
場
合
、ま
た
中
等
度
か
ら
重
度
の
症
状
、薬
の
効

き
が
悪
い
場
合
な
ど
に
手
術
が
適
応
と
な
る
。レ
ー
ザ
ー

治
療
に
つ
い
て
は
、症
状
が
軽
い
人
で
も
希
望
す
れ
ば
手

術
が
適
応
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

前
立
腺
肥
大
症
の
予
防
法
を
教
え
て
ほ
し
い

（
西
谷
）高
血
圧
や
肥
満
、脂
質
異
常
症
の
人
は
イ
ン
ス
リ

ン
が
十
分
に
働
か
な
い
イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
か
ら
イ
ン
ス

リ
ン
の
分
泌
が
過
剰
に
な
り
や
す
く
、交
感
神
経
が
緊
張

を
起
こ
し
て
前
立
腺
肥
大
症
を
発
症
し
や
す
い
。前
立
腺

肥
大
に
関
し
て
も
生
活
習
慣
病
の
改
善
が
予
防
に
つ
な
が

る
。食
事
は
野
菜
の
β
カ
ロ
テ
ン
や
豆
類
の
イ
ソ
フ
ラ
ボ
ノ

イ
ド
な
ど
に
発
症
を
抑
制
す
る
効
果
が
あ
る
。肉
類
は
摂

取
し
す
ぎ
る
と
前
立
腺
肥
大
症
に
な
り
や
す
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
）

プログラム

◆開会あいさつ
川島 周
医療法人川島会理事長

◆座長あいさつ
水口 潤
川島病院院長

◆特別講演
「生活習慣病としての慢性腎臓病とそ
の対策」
松尾 清一氏
名古屋大学副総長・名古屋大学医学
部附属病院長

◆ストレッチ
大石 晃久
川島病院リハビリ室主任理学療法士

◆講演①
「狭心症や心筋梗塞にならないために」
西内 健
川島病院副院長

◆講演②
「徳島県民にとって糖尿病とは？」
野間 喜彦
川島病院糖尿病科部長

◆講演③
「歯周病とわかったら」
川島 友一郎
川島病院歯科医師

◆事例報告
「新しい前立腺肥大症レーザー手術の
御紹介」
西谷 真明
川島病院泌尿器科部長

◆質疑応答

質
疑
応
答

市民公開講座
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川島ホスピタルグループ
2011年業績集
プロフィール
医師・職員取得資格
医師・職員院外団体等役職
職員数
診療統計等
論文・総説等
学会･研究会等発表
講演・講義等
座長､司会等
治験、製造販売後臨床試験、疫学調査
個人表彰
主たる行事

心、癒されて明日も頑張ります
KHG職員のペットたちです

　　 永田副看護部長
［名前］クリーム　［品種］ミニチュアダックスフンド　
［性別］♂　［年齢］７歳　［好きなもの］リンゴ・バナナ　
［嫌いなもの］掃除機・雷の音

　　 赤澤
［名前］ココア　［性別］♀　
［年齢］４歳　　［好きなもの］人参

　　 横山
［名前］ロン ［性別］♂　［年齢］8歳
［名前］マリリン ［性別］♀　［年齢］7歳

　　 柳澤
［名前］ポン太　
［品種］エキゾチック
 ショートヘアー　
［性別］♂　
［年齢］5歳　
［好きなもの］スイーツ　
［嫌いなもの］掃除機・
  ブラッシング

　　 日下Dr
［名前］ベン　［品種］ベンガル　
［性別］♂　［年齢］4歳　
［嫌いなもの］予防接種

［名前］みぃちゃん　
［品種］キジトラ　［性別］♂　
［年齢］1歳

［名前］リッキー　［品種］ウェルッシュコーギー　
［性別］♂　［年齢］12歳　［好きなもの］焼き芋　
［嫌いなもの］掃除機・雷の音

マリリン

ロン
ポン太

ココア

リッキー
クリーム

ベン みぃちゃん

01 02 小松Dr

03

05

04

06
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川島 周 日本内科学会認定医、日本透析医学会専門医

島 健二 日本内科学会認定医、日本糖尿病学会指導医、日本老年医学会指導医

水口 潤 日本内科学会認定医、日本腎臓学会認定指導医・専門医、日本透析医学会指導医・認定専門医、
 日本臨床腎移植学会腎移植認定医、日本移植学会移植認定医

西内 健 日本内科学会認定医、日本循環器学会専門医

水口 隆 日本内科学会認定医・認定内科専門医、日本血液学会専門医、日本医師会認定産業医、介護支援専門者（ケアマネージャー）

林 郁郎 日本内科学会認定医、日本循環器学会専門医、日本神経学会専門医、日本医師会認定産業医

深田 義夫 日本循環器学会専門医、日本外科学会指導医、日本心臓血管外科学会専門医、麻酔標榜医

土田 健司 日本透析医学会指導医・専門医、日本泌尿器学会指導医・専門医、日本アフェレーシス学会認定医

木村 建彦 日本内科学会認定医、日本循環器学会専門医

小松 まち子 日本内科学会認定医、日本糖尿病学会専門医・指導医、日本内分泌学会専門医、日本人間ドッグ学会認定医、
 日本医師会認定産業医、日本医師会認定健康スポーツ医、人間ドック健診情報管理指導士

野間 喜彦 日本内科学会認定内科医、日本糖尿病学会専門医、日本臨床検査医学会専門医、日本内科学会研修指導医

日下 まき 日本放射線学会専門医

板東 高志 日本口腔外科学会指導医・専門医

西谷 真明 日本泌尿器学会指導医・専門医、日本透析医学会専門医

橋詰 俊二 日本内科学会専門医、日本循環器学会専門医

宮 恵子 日本内科学会総合内科専門医、日本内分泌学会指導医・専門医、日本消化器病学会専門医、日本糖尿病学会専門医、
 日本甲状腺学会専門医

高森 信行 日本内科学会認定医、日本循環器学会専門医、日本リハビリテーション学会指導士、日本インターベーション治療学会指導医・専門医

吉川 和寛 日本内科学会認定内科医、日本腎臓学会腎臓専門医、日本透析医学会専門医

横田 綾 日本皮膚科学会認定皮膚科専門医

荒井 啓暢 日本泌尿器学会専門医

柴田 恵理子 日本内科学会認定医

大下 千鶴 日本糖尿病療養指導士

西分 延代 日本腹膜透析医学会指導看護師

壽見 佳枝 日本腹膜透析医学会指導看護師

有木 直美 日本腹膜透析医学会指導看護師

数藤 康代 五学会合同認定透析療法指導看護師

田上 尚基 日本腹膜透析医学会指導看護師

小谷 明子 日本腹膜透析医学会指導看護師

小倉 加代子 日本糖尿病療養指導士、日本腹膜透析医学会指導看護師、五学会合同認定透析療法指導看護師

佐藤 裕子 日本糖尿病療養指導士

福寿 悦子 日本糖尿病療養指導士

近藤 恵 日本糖尿病療養指導士

酒井 紘子 日本糖尿病療養指導士、日本腹膜透析医学会指導看護師

三宅 直美 介護支援専門者（ケアマネージャー）

近藤 郁 介護支援専門者（ケアマネージャー）、透析技術認定士、福祉住環境コーディネーター2級、救急救命士

福永 輝美 透析技術認定士

美馬 祐里 介護支援専門者（ケアマネージャー）

赤澤 正義 放射線管理士、日本放射線技師会アドバンスド放射線技師

久米 恵司 放射線管理士、日本放射線技師会アドバンスド放射線技師

猪龍 浩司 日本放射線技師会アドバンスド放射線技師

川島病院のプロフィール（2012年8月1日現在）

鴨島川島クリニックのプロフィール（2012年8月1日現在）

■標榜科目

内科、腎臓内科（人工透析・腎移植）、糖尿病内科、循環器内科、循環器外科、泌尿器科（人工透析・腎移植）、循環器外科、リハビリテーション科、放射線
科、歯科・歯科口腔外科

■指定

救急告示、生活保護法、原子爆弾被爆者指定、労災保険指定、自立支援医療機関（更生医療指定）、感染症法38条指定

■届出事項

一般入院基本料10対1、ＤＰＣ対象病院、入院時食事療養(1)、救急医療管理加算・乳幼児救急医療管理加算、診療録管理体制加算、医師事務作業補
助体制加算、療養環境加算 96床、重症者等療養環境特別加算、無菌製剤処理料、栄養サポートチーム加算、医療安全対策加算、感染防止対策加算2、
患者サポート体制充実加算、救急搬送患者地域連携受入加算、総合評価加算、データ提出加算、糖尿病合併症管理料、移植後患者指導管理料、糖尿病
透析予防指導管理料、夜間休日救急搬送医学管理料、ニコチン依存症管理料、がん治療連携指導料、薬剤管理指導料、医療機器安全管理料1、歯科治
療総合医療管理料、在宅血液透析指導管理料、検体検査管理加算(Ⅰ)、検体検査管理加算(Ⅱ)、時間内歩行試験、皮下連続式グルコース測定、画像診断
管理加算2、CT撮影及びMRI撮影、冠動脈CT撮影加算、大腸CT撮影加算、心臓MRI撮影加算、心大血管疾患リハビリテーション料(Ⅰ)、脳血管疾患等リ
ハビリテーション料、運動器リハビリテーション料、エタノール局所注入(甲状腺)、エタノール局所注入(副甲状腺)、透析液水質確保加算2、ペースメーカー移
植術及びペースメーカー交換術、大動脈バルーンパンピング(IABP法)、体外衝撃波胆石破砕術、体外衝撃波腎尿管結石破砕術、同種死体腎移植術、生体
腎移植術、医科点数表第2章第10部手術の通則5及び6に掲げる手術、クラウン・ブリッジ維持管理料

■施設認定

（財）日本医療機能評価機構　認定（審査体制区分2 Ver.6.0）、日本泌尿器科学会専門医教育施設、日本透析医学会認定施設、日本腎臓学会認定研
修施設、日本糖尿病学会認定教育施設、日本循環器学会認定循環器専門医研修施設、特定非営利活動法人日本高血圧学会専門医認定施設、日本心
血管インターベンション治療学会研修関連施設

■その他

地域病診連携室　TEL：088-631-1511　FAX：088-631-1541

■標榜科目

内科、人工透析内科

■指定

生活保護法、原子爆弾被爆者指定、自立支援医療機関（更生医療指定）、労災保険指定、感染症法第38条指定

■届出事項

透析液水質確保加算、明細書発行体制等加算

鳴門川島クリニックのプロフィール（2012年8月1日現在）
■標榜科目

内科、人工透析内科

■指定

生活保護法、原子爆弾被爆者指定、自立支援医療機関（更生医療指定）、労災保険指定、感染症法第38条指定

■届出事項

透析液水質確保加算、明細書発行体制等加算

脇町川島クリニックのプロフィール（2012年8月1日現在）
■標榜科目

内科、人工透析内科

■指定

生活保護法、原子爆弾被爆者指定、自立支援医療機関（更生医療指定）、労災保険指定、感染症法第38条指定

■届出事項

透析液水質確保加算、明細書発行体制等加算

プロフィール医師・職員取得資格
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■医療法人川島会　常勤職員総数350名(340)

●常勤医師21名（21） ●歯科医師2名（2） ●非常勤医師29名（35） ●看護師111名（108）
●パート看護師8名（8） ●看護助手54名（50） ●薬剤師10名（10） ●管理栄養士6名（5）
●臨床検査技師8名（7） ●放射線技師9名（5） ●臨床工学技士39名（37） ●理学療法士3名（3）
●歯科衛生士3名（3） ●歯科助手1名（1名） ●医事22名（24） ●総務17名（17）
●診療情報課20名（19） ●庶務16名（15） ●介護タクシー8名（0）

■社会福祉法人飛鳥　常勤職員総数39名(46)

●施設長1名（1） ●管理者3名（3） ●介護支援専門職員5名（5） ●訪問介護員9名（10）
●看護師2名（2） ●介護職員13名（10） ●生活相談員2名（3） ●栄養士1名（1）
●事務員1名（2） ●サービス提供責任者2名（2）

谷 恵理奈 第一種放射線取扱主任者

足立 勝彦 医用画像情報管理士

浜田 久代 日本糖尿病療養指導士、病態栄養専門師

原 恵子 日本糖尿病療養指導士

森 恭子 日本糖尿病療養指導士

松浦 香織 日本糖尿病療養指導士

志内 敏郎 医療安全管理者、第一種衛生管理者、認定実務実習指導薬剤師

田尾 知浩 透析技術認定士

萩原 雄一 医療安全管理者

播 一夫 透析技術認定士

細谷 陽子 透析技術認定士、透析技能検定試験2級

数藤 敬一 透析技術認定士

原 俊夫 透析技術認定士

清水 一郎 透析技術認定士

成瀬 裕深 透析技術認定士、透析液水質管理責任者

神村 久美 透析技術認定士

廣瀬 大輔 透析技術認定士

中野 正史 透析技術認定士

東根 直樹 透析技術認定士

英 理香 透析技術認定士、透析液水質管理責任者、3学会合同呼吸療養法認定士

来島 政広 透析技術認定士

森 浩章 透析技術認定士、透析液水質管理責任者

露口 達也 透析技術認定士、福祉住環境コーディネーター2級

道脇 宏行 透析技術認定士、透析液水質管理責任者

田中 悠作 透析技術認定士

鎌田 優 透析技術認定士

西内 陽子 透析技術認定士、3学会合同呼吸療法認定士

中條 恵子 健康食品管理士

多田 浩章 超音波検査士

片山 悦子 超音波検査士

前田 さおり 嚥下トレーナー歯科衛生士、認定歯科衛生士（認定分野Ｂ：障害者）

川尻 和子 嚥下トレーナー歯科衛生士

中川 順二 病院管理士

松平 敏秀 病院管理士

宮島 彰子 診療情報管理士、病院管理士

原 雅子 診療情報管理士

山形 篤史 診療情報管理士

辰巳 奈月 診療情報管理士

佐川 裕基 診療情報管理士

三橋 一人 福祉住環境コーディネーター2級

川島 周 徳島県医師会長、日本医師会理事、全日本病院協会常任理事、徳島大学医学部臨床教授、徳島県腎臓バンク理事長、
 徳島県医師国民健康保険組合理事長

島 健二 徳島大学名誉教授、日本糖尿病学会名誉会員、日本臨床化学会名誉会員、日本病態栄養学会評議員、
 徳島県医師会糖尿病対策班顧問、徳島県保険者協議会顧問

水口 潤 徳島大学医学部臨床教授、日本移植学会評議員、日本腹膜透析医学会副理事長、日本透析医学会理事・評議員、
 四国透析療法研究会副会長、徳島透析療法研究会会長、日本HDF研究会理事、日本アクセス研究会理事、
 VAIVT研究会幹事、ハイパフォーマンスメンブレン研究会世話人、徳島透析医会会長、日本臨床腎移植学会評議員

西内 健 徳島市医師会心電図判読委員会委員、日本循環器学会四国支部評議員

水口 隆 腎とエリスロポエチン研究会評議員幹事

林 郁郎 日本循環器学会四国地方評議員

土田 健司 日本エンドトキシン研究会世話人、NPO法人日本HDF研究会評議員、バスキュラーアクセスインターベンション治療研究会幹事、
 日本透析医学会評議員、NPO法人日本腹膜透析医学会評議員・監事、NPO法人日本アクセス研究会評議員、
 日本医工学治療学会評議員、徳島透析療法研究会幹事、徳島透析医会幹事、四国透析療法研究会幹事、
 二次性副甲状腺機能亢進症に対するPT研究会世話人、在宅血液透析研究会幹事、徳島大学医学部臨床教授非常勤講師

小松 まち子 徳島県医師会糖尿病対策班班員、徳島市医師会糖尿病対策委員会委員

野間 喜彦 日本内科学会四国支部評議員、日本臨床検査医学会中国四国支部評議員、
 日本糖尿病対策推進会議徳島県担当委員（日本糖尿病学会担当委員、日本糖尿病協会担当委員）、
 徳島県医師会糖尿病対策班班員、徳島大学医学部非常勤講師

大下 千鶴 県立看護学院准看護学科専任教師、徳島ＣＤＥＪ会世話役、徳島糖尿病看護研究会幹事

数藤 康代 徳島腎不全看護研究会幹事

田尾 知浩 一般社団法人徳島県臨床工学技士会副会長

久米 恵司 徳島県放射線技師会理事、徳島核医学勉強会世話人会役員、日本放射線技師会徳島県支部理事、
 日本核医学技術会中四国部会理事、徳島ＣＴ研究会世話人

志内 敏郎 日本腎臓病薬物療法学会評議員徳島腎と薬剤研究会事務局徳島県病院薬剤師会理事

大石 晃久 徳島県心臓リハビリテーション研究会世話役

医師・職員院外団体等役職

職員数 （2012年4月1日現在）　注：（　）内は2011年1月1日現在

医師・職員取得資格
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■腹膜透析（CAPD）

●患者数／71名（76）（3月31日現在）
●新規導入数／19名（26）

■腎移植患者

●患者数／42名（37）（3月31日現在）

■主要検査

●消化器内視鏡／808件（847） ●CT／2,999件（3,418） ●冠動脈CT／414件（460） ●シャントアンギオ／49件（87) ●腎生検／38件（36）
●心カテ／152件（137） ●RI／706件 うち紹介540件（725うち紹介547） ●MRI／695件（577） ●心エコー／2,085件（2,074）
●その他のエコー／644件（556） ●骨密度／751件（750）

■手術・処置

●手術総数／578件（566） ●結石破砕／延べ161件（121） ●シャントPTA／333件（311） ●PTCA／191件（176） 
●ペースメーカー植え込み／15件（9）

■栄養指導

●指導件数／3,458件（3,773）

■糖尿病教室

平成23年7月29日 「糖尿病について話し合おう」 医師･看護師･管理栄養士 参加者11名
平成23年12月9日 「糖尿病について話し合おう」 医師･看護師･管理栄養士 参加者12名
平成24年3月30日 「糖尿病について話し合おう」 医師･看護師･管理栄養士 参加者15名

■腎臓病教室

平成23年8月20日 「慢性腎臓病の基礎と食事療法」 医師･看護師･管理栄養士 参加者6名
平成23年10月22日 「慢性腎臓病の基礎と食事療法」 医師･看護師･管理栄養士 参加者8名
平成24年1月14日 「慢性腎臓病の基礎と食事療法」 医師･看護師･管理栄養士 参加者14名

■高血圧教室

平成23年9月9日 「減塩のコツ」 医師･理学療法士･管理栄養士 参加者7名

■リハビリ

●個別／11,757件（11,009） ●消炎／86件（280） 
合計／11,843件（11,289）

■あすか（延べ）

●ケアハウスあすか入居数 591件（585）
●デイサービス利用者数  7,508件（7,765）
●ヘルパーサービス利用者数 2,067件（2,129）
●支援センター居宅サービス計画件数 1,956件（1,843）
●介護タクシー利用者  904件（904）

■川島 周
●日本一の透析医療を目指して
 月刊基金　月刊基金2011年12月　社会保険診療報酬支払基金、6-8、2011

■Kenji Shima,Keiko Chujo,Mayumi Yamada,Machiko Komatsu,Yoshihiko Noma and Takashi Mizuguchi
●Lower value of glycosylated haemogiobin relative to glycaemic control in diabetic patients with end-stage renal disease not on 
haemodialysis.

 Ann Clin Biochem,10,1-7,2011

■島 健二 
●わたしと糖尿病―糖尿病とともに50年
 プラクティス、28、60、2011

■島 健二
●雀百まで踊りわすれず 
 糖尿病の最新治療、フジメディカル出版、2、102-103、2011

■島 健二
●揺籃期の膵グルカゴン、消化管グルカゴン研究
 International Review of Diatetes、メディカルレビュー社、2、291-295、2011

■島 健二
●日本発の血糖管理指標グリコアルブミンの有用性
 DITN、メディカルジャーナル社、400号、2011

■島 健二
●次の５０年の頂を目指して。
 日本臨床化学会５０周年記念誌、日本臨床化学会四国支部、133-136、2011

■島 健二 
●糖尿病治療のあり方-食事・運動療法からインスリンまで-
 小松島市医師会報、46、19-21、2011

■水口 潤
●透析医療における利益相反とは
 EBM透析療法　中外医学社、263-266、2011

■水口 潤 
●透析医療における透析液エンドトキシン・細菌検査とその臨床的意義
 Schneller　ファルコバイオシステムズ、8-11、2011

■水口 潤 
●血液透析濾過：最近の話題̶効用のエビデンス、展望・課題̶
 日本透析医会誌　Vol.26 No.2、195-202、2011

■水口 潤
●VA作製後の管理：患者教育
 臨床透析　6月増刊号 バスキュラーアクセス 作製・管理・修復の基本方針日本メディカルセンター、146-152、2011

■水口 隆
●ヘモグロビンの変動
 透析フロンティア　21　メディカルビュー、8-11、2011

■水口 隆
●透析医療に必要な薬の使い方 そのほかの原因による貧血
 腎と透析　東京医学社、2011

■水口 隆
●血液透析患者におけるrHuEPO製剤を対照としたC.E.R.A.の無作為化2重盲検比較試験
 臨床透析 27 日本メディカルセンター、723-736、2011

■土田 健司、道脇 宏行、細谷 陽子、水口 潤
●疫学研究と臨床研究
 腎と透析 69 別冊ハイパフォーマンスメンブレン'10 東京医学社、6-10、2011

■土田 健司
●専門医資格診療実績（症例要約）モデル集　改訂第5版　透析専門医のための研修カリキュラム
 (社）日本透析医学会、24、2011 

■土田 健司 
●特集「血液透析と腹膜透析」　血液透析の合併症
 透析ケア　MCメディカ出版、32-33、2011

■土田 健司 
●特集「血液透析と腹膜透析」　腹膜透析の合併症
 透析ケア　MCメディカ出版、34-35、2011

論文・総説等／2011年1～12月 診療統計等（2011年4月～2012年3月　注：（　）内は前年同期）

川島病院 鴨島川島クリニック 鳴門川島クリニック 脇町川島クリニック 合計

585名（618） 121名（113） 142名（167） 51名（0） 899名（898）

川島病院 鴨島川島クリニック 鳴門川島クリニック 脇町川島クリニック 合計

94,899回（94,634） 22,189回（24,865） 18,106回（17,085） 5,509回（0） 140,703回（136,584）

■外来患者延数 40,335名（39,586）

■歯科患者延数 9,747名（8,540）

■入院患者延数 31,405名（26,885）

■新入院患者数 川島病院1,621名（1,560）

■血液透析患者数（3月31日現在）

●新規導入数 56名（58）
●延べ回数
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■土田 健司、北村 悠樹、神澤 太一、水口 潤 
●特集「HDF（血液透析濾過）の新しい展開　III．オンラインHDF　(1)オンラインHDFとの基本的な相違
 臨牀透析　日本メディカルセンター、549-554、2011

■土田 健司、北村 悠樹、神澤 太一、水口 潤 
●特集「血液透析-カレントトピックス」血液透析法のトピックス　ダイアライザ，透析液清浄化，無酢酸透析，HDF
 臨床泌尿器科　医学書院、535-541、2011

■土田 健司、中村 雅将、廣瀬 大輔，道脇 宏行、水口 潤 
●HDFの臨床効果と生存への影響
 腎と透析　70　別冊 HDF療法'11　東京医学社、38-41、2011

■Kenji Tsuchida, Jun Minakuchi 
●Effect of large-size dialysis membrane and hemofiltration/hemodiafiltration methods on long-term dialysis patients
 Basel Karger　vol168、179-187、2011

■Kenji Tsuchida, Jun Minakuchi 
●Albumin loss under the use of the high-perfomance membrane
 Basel Karger　vol173、76-83、2011

■土田 健司、道脇 宏行、英 理香、水口 潤 
●透析液清浄化の最前線～バリデーションって難しくない～
 日本血液浄化技術学会会誌　日本血液浄化技術学会　19、26-32、2011

■土田 健司 
●「PDの導入～Non-SMAP～」
 腎と透析　東京医学社　71 別冊 腹膜透析、42-44、2011

■土田 健司 
●腎代替療法の問題点を再考する「CKDの治療概念からみた腎代替療法における導入期の見直し」
 腹膜透析(PD)　腎と透析　東京医学社　71、331-337、2011

■土田 健司 
●バスキュラーアクセスの治療と管理　未来に向けて（著書）
 バスキュラーアクセス狭窄・閉塞に対する外科的治療　東京医学社、40-47、2011

■土田 健司 
●新生児と透析患者の低リン血症
 Round Table Discussion　Nephrology Frontier メディカルビュー社、12-18、2011

■吉川 和寛、水口 潤、土井 俊夫 
●【腎疾患の病態と治療(II)】 破壊性脊椎関節症
 医学と薬学　65巻4号　自然科学社、471-477、2011

■志内 敏郎 
●透析患者の薬の飲み方サポート　鎮痛薬
 透析ケア誌　第17巻11号　MCメディカ出版、58-64、2011
 
■磯田 正紀、東根 直樹、松浦 翔太、細谷 陽子、田尾 知浩、石原 則幸、土田 健司、水口 潤、川島 周 
●前希釈on-line HDFにおけるABH－21Pの性能評価（置換液量とTMPについて）
 腎と透析　第71巻別冊　東京医学社、121-125、2011

■廣瀬 大輔、道脇 宏行、志内 敏郎、田尾 知浩、長井 幸二郎、北村 悠樹、中村 雅将、土田 健司、水口 潤、川島 周 
●透析におけるアルブミン漏出量による還元型アルブミンと酸化型アルブミンの変化について
 腎と透析、東京医学社、別冊ハイパフォーマンスメンブレン11、2011

■廣瀬 大輔、松浦 翔太、道脇 宏行、細谷 陽子、田尾 知浩、土田 健司、水口 潤、川島 周、押原 渉 
●東レ社製血液透析器トレライトＮＶのHDF特性の検証
 腎と透析、東京医学社、70別冊HDF療法11、2011

■道脇 宏行、田尾 知浩、石原 則幸、土田 健司、水口 潤 
●ETRF認可に向けての展望
 腎と透析、東京医学社、70別冊HDF療法11、14-17、2011

■原 雅子 
●オンライン請求について
 月刊基金　2011年12月　社会保険診療報酬支払基金、9、2011

■大下 千鶴 
●病診連携について
 月刊基金　2011年12月　社会保険診療報酬支払基金、9、2011

■中條 恵子、岡田 和美、山田 真由美、大橋 照代、小松 まち子、島 健二、水口 隆 
●末期腎不全糖尿病患者における血糖管理指標-HbA1cの問題点-
 四国医学雑誌　第67巻　第5、6号、235-240、2011

■石原 則幸、細谷 陽子、土田 健司、水口 潤、川島 周 
●透析液組成とpH等に関する考察
 腎と透析、東京医学社、70別冊HDF療法11、17-19、2011

1月26日～28日 第44回 日本臨床腎移植学会　
 北村 悠樹／当院で行った腎移植レシピエントの経過 神澤 太一、吉川 和寛、中村 雅将、西谷 真明、
  土田 健司、炭谷 晴雄、水口 潤

1月28日 第7回 徳島腎と薬剤研究会　
 志内 敏郎／腎臓病薬物療法専門制度の紹介 徳島腎と薬剤研究会 事務局

1月29日 第88回 日本泌尿器科学会四国地方会
 北村 悠樹／ｆ-TUL施行による腎機能への影響の検討 西谷 真明、炭谷 晴雄、水口 潤

3月4日～6日 Japan Kidney Month，VAIVT，日本透析医会教育セミナー　
 水口 潤／腎臓病薬物療法専門制度の紹介 徳島腎と薬剤研究会 事務局

3月12日～13日 第26回 ハイパフォーマンスメンブレン研究会　
 北村 悠樹／VPS長期成績の検討 神村 久美、吉岡 典子、細谷 陽子、土田 健司、水口 潤
 廣瀬 大輔／透析におけるアルブミン漏出量による還元型アルブミンと酸化型アルブミンの変化について
  廣瀬 大輔、道脇 宏行、志内 敏郎、田尾 知浩、長井 幸二郎、
  北村 悠樹、中村 雅将、土田 健司、水口 潤、川島 周

4月7日 第6回 徳島急性心筋梗塞地域連携研究会　
 木村 建彦／病診連携における冠動脈CTの有用性♂～胸痛で紹介される例について～

5月9日 川島病院病診連携会　
 吉川 和寛／腎機能が落ちる前に介入を－IgA腎症扁摘パルス療法－ 中村 雅将、土田 健司、水口 潤

5月13日 日本循環器学会 第98回 中国・四国合同地方会　
 木村 建彦／タコツボ様壁運動異常をきたした甲状腺機能亢進症の一例

5月19日～21日 第54回 日本糖尿病学会年次学術集会　
 小松 まち子／糖尿病透析患者に対するビルダグリプチンの有用性の検討 野間 喜彦、島 健二、志内 敏郎、中井 真里、立川 愛子

5月19日 日本糖尿病学会年次集会　
 野間 喜彦／糖尿病医療連携におけるCDEJの役割と展望（ワークショップ）

6月3日 徳島循環器疾患フォーラム　
 西内 健／脂肪酸測定と循環器疾患の関連性

6月15日～19日 第56回 日本透析医学会学術集会・総会　
 島 健二／糖尿病透析患者の血糖管理、なぜグリコアルブミンなのか
 島 健二／血糖コントロール目標値 小松 まち子
 水口 隆／当院における血液透析患者に対するEPO製剤からC.E.R.A.への切替え維持投与の有効性 中村 雅将，土田 健司，水口 潤
 水口 隆／血液透析患者の貧血治療を再考する「ESA不応性の意義と対策」
 土田 健司／「血液透析量とその効果：BMG」
 土田 健司／「当院におけるCKD-MBD治療の炭酸ﾗﾝﾀﾝの位置づけ～第2報～ 」
 吉川 和寛／Genomic biomarkerを用いたCKD患者の心血管リスク評価の試み 吉川 和寛、安部 秀斉、冨永 辰也、岸 誠司、近藤 直樹、松浦 元一、
  長井 幸二郎、土井 俊夫、中村 雅将、土田 健司、水口 潤、川島 周
 志内 敏郎／透析糖尿病患者に対するビルダグリプチンの有用性の検討 中井 真里、立川 愛子、小松 まち子、野間 喜彦、島 健二
 志内 敏郎／血液透析糖尿病患者に対するブルダグリプチンの有用性に関する検討 中井 真里、立川 愛子、小松 まち子、野間 喜彦、島 健二
 道脇 宏行／リークテストがＥＴＲＦに及ぼす影響 磯田 正紀、廣瀬 大輔、中野 正史、野崎 麻子、播 一夫、田尾 知浩、
  土田 健司、水口 潤
 笹田 真紀／維持透析患者の小手術における抗菌薬の必要性 土田 健司
 谷 恵理奈／血液透析患者における冠動脈石灰化増悪因子の検討 榎本 勉、赤澤 正義、藤元 圭一、木村 建彦、西内 健
 中堀 嘉奈子／透析患者の体重減少を阻止する試み 浜田 久代、原 恵子、森 恭子、松浦 香織、川西 由希子、小松 まち子、
  水口 潤、川島 周

6月26日 日本皮膚科学会徳島地方会　
 横田 綾／透析患者に対するナローバンドUVB療法の試み 横田 綾、土田 健司、水口 潤、村尾 和俊

7月2日 第89回日本泌尿器科学会四国地方会　
 荒井 啓暢／血液透析患者の発症した急性結石性腎盂腎炎の2例 今井 健二、西谷 真明

7月5日 第44回 徳島心血管造影研究会　
 木村 建彦／突発性血小板減少性紫斑病に合併した急性心筋梗塞の一例 橋詰 俊二、高森 伸行、西内 健

7月8日 高リン血症治療研究会　
 土田健司／川島ホスピタルグループにおけるリンコントロールの現状 水口 潤、中村 雅将、吉川 和寛

7月12日 第８回徳島腎と薬剤研究会　
 志内敏郎／二次性副甲状腺機能亢進症の病態と薬物療法

7月15日～16日 第17回日本心臓リハビリテーション学会シンポジウム　
 高森信行／包括的心臓リハビリテーションは虚血性心疾患患者のインターベンション後の長期予後を改善する 橋詰 俊二

7月30日 第4回腎不全病態研究助成研究成果発表会　 
 水口 隆／赤血球寿命の改善による腎性貧血の治療に関する検討

7月31日 徳島医学会　
 野間 喜彦／徳島県における健康増進体制-糖尿病の見地から-

7月31日 第243回徳島医学会学術集会　
 中條 恵子／慢性腎不全糖尿病患者の血糖コントロール指標　～ＨｂＡ1cの信頼性～ 岡田 和美、山田 真由美、大橋 照代、小松 まち子、島 健二、水口 隆
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8月3日～4日 第75回日本循環器学会総会・学術集会　
 高森 信行／Comprehensive Cardiovascular Rehabilitation improves Long-Term Clinical Outcome
  橋詰 俊二、田村 克也、前田 加代子
 祖地 香織／血液透析患者の睡眠時呼吸障害の頻度と関連因子の検討 笹山 千尋、森浦 弥生、松田 幸子
 谷 恵理奈／血液透析導入患者における冠動脈CTの検討 藤元 圭一、榎本 勉、赤澤 正義

9月2日～4日 第17回日本HDF研究会学術集会・総会　
 廣瀬 大輔／東レ社製血液透析器トレライトＮＶのHDF特性の検証 廣瀬 大輔、松浦 翔太、道脇 宏行、細谷 陽子、田尾 知浩、
   土田 健司、水口 潤、川島 周、押原 渉

9月16日～19日 第15回日本アクセス研究会学術集会　
 萩原 雄一／自己血管内ｼｬﾝﾄ（AVF）におけるHD-02測定 英 理香
 平野 春美／バスキュラーアクセスの穿刺における諸問題 南 幸、土田 健司、水口 潤、川島 周、アクセス管理委員会
 高橋 淳子／アクセス穿刺時のアルコール消毒の評価 アクセス管理委員会

9月23日～25日 第17回NPO法人日本腹膜透析医学会　
 土田 健司／PD腹膜炎 ～カテーテル抜去術手技の工夫～ 吉川 和寛、中村 雅将、北村 悠樹、今井 健二、水口 潤
 田上 尚基／腹膜透析における注・排液量測定廃止の試み 酒井 紘子、近藤 恵、森下 成美、PD管理委員会、土田 健司、水口 潤

9月30日～10月1日 第41回日本腎臓学会西部学術大会　
 吉川 和寛／URAT1 coding regionにＧ774A heterozygous mutationを見出した運動後急性腎不全の一例
   中村 雅将、土田 健司、水口 潤、市田公美

10月24日 第3回 川島病院 病診連携会　
 木村 建彦／心不全治療における非侵襲的陽圧呼吸

10月28日～31日 第53回全日本病院学会　
 数藤 康代／血液透析中における抜針事故減少方法をめざして 奥谷 晴美、坂尾 博伸、永田 真美代、三宅 直美、平野 春美、川島 周

10月30日 第45回四国透析療法研究会　
 吉川 和寛／Genomic biomarkerを用いたHD患者の血管石灰化進行速度の検討 安部秀斉、富永辰也、岸 誠司、松浦 元一、長井 幸二郎、
   土田 健司、水口 潤、土井 俊夫
 多田 浩章／透析患者における大動脈弁硬化に関する検討 島野 誠、木村 建彦、橋詰 俊二、高森 信行、西内 健
 岡田 和美／当院のＣ型肝炎患者のジェノタイプ分類とインターフェロン治療効果について
   山田 真由美、中條 恵子、大橋 照代、水口 隆、水口 潤、川島 周
 笹田 真紀／透析患者の小手術における抗菌薬は必要か 土田 健司
 英 理香／新規透析施設開設時における透析液清浄化の問題点 磯田 正紀、道脇 宏行、田尾 知浩、中村 雅将、土田 健司、
   水口 潤、川島 周
 廣瀬 大輔／ダイアライザのAlb漏出量の違いが還元型Albと酸化型Albに与える影響について
   道脇 宏行、細谷 陽子、田尾 知浩、石原 則幸、土田 健司、
   水口 潤、川島 周
 森 浩章／HDFフィルタの性能によるTMP値の違いと除去効果について 廣瀬 大輔、道脇 宏行、田尾 知浩、中村 雅将、土田 健司、
   水口 潤、川島 周 

11月5日 第44回中四国医学検査学会　
 中條 恵子／慢性腎不全糖尿病患者の血糖コントロール指標　～ＨｂＡ1cの信頼性～ 岡田 和美、山田 真由美、大橋 照代、小松 まち子、島 健二、水口 隆
 多田浩章／経胸壁心エコー図検査にて判明した先天性右冠動脈左室�の一症例 島野 誠
 山田 真由美／自動血球計数装置　ADVIA2120iを用いた腹膜透析排液中の細胞数算定、分類への試み
   岡田 和美、中條 恵子、大橋 照代、土田 健司

11月11日～12日 糖尿病学会第49回中国四国地方会　
 小松 まち子／当院におけるインスリン治療からインクレチン関連薬への切り替えた症例の治療成績
   野間 喜彦、島 健二、志内 敏郎、中井 真里、立川 愛子
 野間 喜彦／糖尿病地域連携を成功させるために

11月27日 第42回徳島透析療法研究会　
 荒井 啓暢／アクセス管理におけるHD-02の有用性について 今井 健二、吉川 和寛、土田 健司、水口 潤、英 理香、萩原 雄一
 今井 健二／当院における透析患者におけるシナカルセト投与の検討 土田 健司
 廣瀬 大輔／徳島県透析医会災害情報ネットワークの情報共有と施設連携 奥尾 康晴、藤元 圭一、土田 健司
 高橋 淳子／AVG穿刺におけるアルコール消毒の評価 アクセス管理委員会、土田 健司、水口 潤
 平野 春美／無酢酸透析液（カーボスターP）の使用経験【栄養の視点から】 近藤 郁、土田 健司、林 郁郎、水口 潤、鳴門川島クリニック
 藤坂 舞／弾性ｽﾄｯｷﾝｸﾞの使用評価～透析中の血圧低下に有効か～ 平野 春美、竹内 慎一、近藤 郁、林 郁郎、鳴門川島クリニック
 重長 佐和子／ミルセラ使用が透析室看護業務へ及ぼす影響・効果 生田 登美、吉田 和代、宮本 美鈴、鈴木 智恵、吉川 悦子、
   楮山 祐子、平石 好江、藤川 みゆき、吉田 美恵、佐藤 弘子、
   三宅 直美、水口 隆
 野崎 麻子／洗浄消毒剤の長時間貯留に対する検討について 田尾 知浩

12月4日 アセテートフリー透析療法を考える会　第4回研究会　
 土田 健司／｢無酢酸透析液が慢性維持透析患者に与える影響の検討
 ～無酢酸透析液群と酢酸含有重曹透析液群の前向き２群比較～

学会･研究会等発表／2011年8～12月　講演、講義等／2011年1～12月

川島 周 10月29日 東日本大震災について 第53回全日本病院学会、シンポジスト  

島 健二 1月27日 忍びよる糖尿病－健診の重要性― 阿南市市民講座、講演
 2月3日 糖尿病診療の新展開 糖尿病患者支援のための研修・情報交換会、講演 
 2月12日 特定健診における受診勧奨者の医療機関への受診促進の試み 厚生労働科学研究費補助金循環器・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業、講演  
 2月17日 どうして糖尿病にかかるの？徳島県民はなぜ多い？ 吉野川市介護予防講習会、講演 
 2月26日 元気で長生き、きらめく人生 2010-2011 InterCity Meeting、講演
 2月27日 糖尿病とうつ状態 日常診療におけるメンタルヘルス問題対策研修会、講演 
 3月5日 糖尿病診療の新展開 第26回金沢市北西部糖尿病地域医療研究会　NOWDMネット総会、特別講演 
 3月24日 糖尿病治療のあり方―食事・運動療法からインスリンまで― 小松島市医師会学術講演会、講演 
 5月12日 明日の科学と臨床のために、雀百まで踊り忘れず 第6回明日の科学と臨床のために、講演 
 5月26日 糖尿病治療のあり方―食事・運動療法からインスリンまで－ 海部郡医師会学術講演会、講演 
 8月3日 糖尿病の病態と新診断基準 平成２３年度徳島県糖尿病療養指導士研修会、講演 
 8月18日 働く人の糖尿病対策と指導のポイント 第３回保健師支部内研修会、講演 
 9月2日 透析患者の糖尿病治療ガイドライン サノフィーアベンティス社内勉強会、講演 
 9月30日 糖尿病診療の新展開 徳島県自治医大同窓会、講演 
 10月2日 糖尿病の対策 徳島県ヘルスグリンツーリズム、講演 
 11月5日 糖尿病を知ろう！ 香川県栄養士会県民公開講座、講演 
 11月23日 慢性腎不全糖尿病患者の薬物療法 糖尿病治療戦略セミナー、講演 
 11月24日 糖尿病を知ろう！ 徳島県社会保険委員研修会、講演 

水口 潤 1月27日 リン管理の重要性～炭酸ランタンの使用経験を踏まえて～ 沖縄CKD-MBD研究会、特別講演 
 3月19日 腹膜透析における看護師の役割と将来展望 川崎医科大学Advance　MUSCATセミナー、講演 
 7月28日 慢性腎不全治療における腹膜透析の位置づけと将来展望 腹膜透析講演会、講演 
 8月27日 PDネットワーク・高齢者腹膜透析 日本腹膜透析医学会　第6回PDセミナー、講演 
 9月4日 バスキュラーアクセスの種類・トラブル・修復法 第17回日本HDF研究会学術集会・総会、講演 
 10月8日 腎移植における腎臓内科・透析医の役割 第3回兵庫県腎移植推進懇話会、特別講演 
 11月13日 リン管理の重要性～炭酸ランタンの使用経験を踏まえて～ 第50回日本薬学会・日本薬剤師会中四国支部学術大会、講演 
 11月23日 リン管理の重要性～炭酸ランタンの使用経験を踏まえて～ バイエル ホスレノール講演会、講演 
 11月24日 リン管理の重要性～炭酸ランタンの使用経験を踏まえて～ バイエル ホスレノール講演会、講演 
 12月1日 腹膜透析の地域連携とチーム医療 北九州腹膜透析研究会、講演 
 6月8日 徳島高血圧糖尿病study2011 徳島循環器・糖尿病Joint Meeting、講演 
 10月13日 カテーテルを使った検査とは 第9回心臓病ビジュアル市民公開講座、講演 

水口 隆 1月15日 血液透析患者のHb値の変動 キッセイ薬品社内研究会、講演 
 5月20日 CKD stageⅢ～VDにおける貧血管理の重要性～腎性貧血治療ガイドライン・自験例を踏まえて～
   四万十市医師会学術講演会、特別講演 
 7月2日 血液透析患者に対するミルセラへの期待 ミルセラ学術講演会、講演 
 7月7日 CKD stageⅢ～VDにおける貧血管理の重要性～腎性貧血治療ガイドライン・自験例を踏まえて～
   腎性貧血治療学術講演会、講演 
 7月30日 赤血球寿命の改善により腎性貧血の治療に関する検討 第4回慢性腎臓病（CKD）病態研究会、講演 
 8月5日 赤血球造血とミルセラ 中外製薬社内講演会、講演 
 8月18日 腎不全に伴う貧血の成因と治療 第2回ESRD貧血治療セミナー、特別講演 
 8月25日 長期間型新規ESA製剤の腎性貧血治療 第44回筑豊透析懇話会、講演 
 10月22日 「腎性貧血治療を考える」～CKDにおけるESA治療の意義、透析におけるESA治療のあり方～
   腎性貧血治療学術講演会、講演 
 10月25日 長期間型新規ESA製剤ミルセラへの期待 透析腎性貧血講演会、特別講演 
 10月29日 腎不全に伴う貧血の成因と治療 中四国透析研究懇話会学術講演会、講演 
 11月4日 CKD stageⅢ～ⅤDにおける貧血管理の重要性 貧血管理の重要性を考える会、講演 
 11月8日 長期間型新規ESA製剤ミルセラへの期待 ミルセラ注発売記念学術講演会、特別講演 
 11月10日 腎不全に伴う貧血の成因と治療 愛媛腎不全懇話会、講演
 11月12日 透析患者の貧血管理 鴨・淀川透析Meeting、特別講演 
 11月15日 腎性貧血の成因と治療 名古屋透析合併症対策講演会、講演 
 11月19日 透析医療における適切な腎性貧血管理 名古屋透析合併症対策講演会、講演 
 11月24日 透析医療における適切な腎性貧血管理 透析合併症対策講演会、講演 
 11月25日 長期間型ESA製剤ミルセラへの期待 千葉ミルセラ発売記念講演会、講演 
 11月26日 透析医療における適切な腎性貧血管理 ネスプ注射液発売1周年記念講演会、講演 
 12月20日 腎性貧血について 大塚製薬社内講演会、講演
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川島 周 10月1日 第41回日本腎臓学会西武学術大会 市民公開講座｢知ろう､腎臓病｣ 司会
  
島 健二 2月19日 第45回糖尿病学の進歩 座長
 6月2日 食後高血糖フォーラム2011in徳島 座長
 11月11日 第49回日本糖尿病学会中国四国地方会 座長
  
水口　潤 2月12日 日中腎・透析学術交流会 座長
 3月24日 徳島透析療法研究会学術講演会 特別講演 座長
 6月17日 第56回(社)日本透析医学会学術集会・総会ランチョンセミナー 司会
 7月8日 高リン血症治療研究会 座長
 7月23日 第13回アクセス研究会セミナー 司会
 9月25日 第17回日本腹膜透析医学会学術集会・総会 ランチョンセミナー 座長
 10月1日 第41回日本腎臓学会西部学術大会 座長
 10月30日 第45回四国透析療法研究会 ランチョン教育講演Ⅱ 座長
 11月5日 Renal Transplantation Forum 2011 座長
  
西内　健 1月28日 徳島ATISフォーラム 座長
 4月4日 第6回 徳島心筋梗塞地域研究会 座長
 5月31日 徳島脂質異常症勉強会 座長
 8月24日 動脈石灰化について学ぶ会 座長
  
水口　隆 9月11日 第35回日本鉄バイオサイエンス学会学術集会 シンポジウム2 座長
  
土田健司 1月8日 第8回徳島腎臓内科症例検討会 座長
 3月3日 第9回川島ホスピタルグループ震災対策会議 座長
 3月5日 第13回バスキュラーアクセスインターベンション治療研究会　ワークショップC 座長
 3月5日 第13回バスキュラーアクセスインターベンション治療研究会　コメンテーター 座長
 3月13日 第26回日本ハイパフォーマンスメンブレン研究会 座長
 4月23日 第27回日本医工学治療学会 座長
 5月22日 第21回日本臨床工学会 座長
 6月19日 第56回(社)日本透析医学会学術集会・総会 座長
 7月31日 第5回徳島PDネットワークセミナー 座長
 9月19日 第15回日本アクセス研究会学術集会・総会 座長
 11月27日 第42回徳島透析療法研究会 座長
 12月13日 徳島透析合併症治療講演会 座長

木村建彦 12月2日 E-Quality Meeting 徳島メディカルサークル 座長
  
中村雅将 4月26日 第9回徳島臨床透析セミナー 一般演題 座長
  
大下千鶴 6月22日 第54回日本透析医学会学術集会・総会　口演 座長
 6月23日 第54回日本透析医学会学術集会・総会　ポスターセッション 座長
  
南　幸 2月27日 第2回徳島腎不全看護研究会 座長
  
永田眞美代 2月27日 第2回徳島腎不全看護研究会 座長
  
西谷千代子 11月27日 第42回徳島透析療法研究会 座長
  
田尾知浩 10月30日 第45回四国透析療法研究会 座長

講演、講義等／2011年1～12月

土田 健司 2月12日 2.慢性透析療法の現況 (2)日本の現況 第1回 日中腎・透析学術交流会、講演 
 2月27日 これからの透析医療を再考する～臨床工学技士にかける期待～ 徳島県臨床工学技士会創立20周年記念式典及び学術講演会、講演 
 6月18日 on-line HDF 「「オンラインHDFの臨床」 第56回(社）日本透析医学会学術集会・総会、講演 
 6月19日 JMSのランチョンセミナーで司会とオーバービュー「透析療法における新しい治療戦略」 第56回(社）日本透析医学会学術集会・総会、講演 
 7月22日 徳島PDネットと当院でのSimple PDの実践 テルモ 医師講演会、講演 
 7月24日 透析関連デバイスup date 透析アクセス医療機器に期待すること 第13回日本アクセス研究会セミナー、講演 
 7月31日 トラブルとその対応 第5回徳島PDネットワークセミナー、講演 
 8月27日 リクセルのこれまでの研究について リクセル発売15周年記念講演会、コメンテーター 
 9月3日 明日からのHDF4：HDFの臨床：オンラインHDF療法を始めるにあたって 第17回NPO法人日本HDF研究会学術集会・総会、講演 
 9月3日 今後のHDF療法の展開　「V型HDと大量液置換HDFの臨床的意義」 第17回NPO法人日本HDF研究会学術集会・総会、講演 
 9月15日 当院でのSimple PDの実践 愛媛PD勉強会、講演 
 9月24日 徳島ＰＤネットワーク事業の現状と問題点 第17回NPO法人日本腹膜透析医学会、講演 
 10月1日 腹膜透析の新たな展開 第41回日本腎臓学会西部学術大会、講演 
 10月23日 腎不全治療：腎不全治療：現状の問題点と将来への展望 第20回中国腎不全研究会、講演 
 10月30日 日本透析医学会認定透析液水質確保に関する研修 第45回四国透析療法研究会、講演 

小松 まち子 12月12日 薬物療法 徳島県糖尿病療養指導士研修会、講習会
 
野間 喜彦 1月24日 臨床検査総論2 徳島大学医学部歯学部合同講義、講演 
 3月3日 美馬保健所館内における糖尿病地域医療連携に関する取り組みについて 糖尿病地域医療連携システム連携会、スーパーバイザー 
 9月9日 糖尿病の検査 徳島県糖尿病療養指導士研修会、講習会 
 9月9日 糖尿病に立ち向かおう！-糖尿病死亡率1位という状況をふまえて- 平成23年度健康を考える県民のつどい、講演 
 10月21日 インクレチン製剤を含んだ糖尿病の話題 徳島県中部臨床研究会、特別講演

木村 建彦 10月22日 狭心症の診断に冠動脈造影は必要である～冠動脈CTで十分である～ 第3回Vascular imaging 研究会、講演 
 7月14日 徳島赤十字病院からのライブデモンストレーション 第9回四国血管内イメージング研究会、コメンテーター
 
田尾 知浩 1月29日 透析の基本とこれからの透析療法 徳島県腎臓病協議会、講演
 
大下 千鶴 9月24日 これからのPD看護はこうありたい！-患者管理の工夫とコツ- 第17回日本腹膜透析医学会学術集会・総会、講演 

大石 晃久 1月26日 転倒予防について～転ばないための身体づくり～ リハビリ教室、講習会 
 2月23日 転倒予防について～転ばないための環境づくり～ リハビリ教室、講習会 
 3月23日 遊びリテーションの実際について リハビリ教室、講習会 
 4月25日 ストレッチ体操について リハビリ教室、講習会 
 5月25日 タオル体操の方法と実際 リハビリ教室、講習会 
 6月22日 ペットボトル体操の方法と実際 リハビリ教室、講習会 
 7月27日 全身調整運動方法について（実技） リハビリ教室、講習会 
 8月24日 楽しみながらの運動について～阿波踊り体操(シニア編)～ リハビリ教室、講習会 
 9月28日 遊びリテーションの実際について② リハビリ教室、講習会 
 11月30日 ロコモティブシンドロームについて(講義、実技運動指導) リハビリ教室、講習会 
 12月28日 遊びリテーションの実際について リハビリ教室、講習会 
 2月25日 転倒予防について～転ばないための身体づくり～ リハビリ教室、講習会 
 3月25日 転倒予防について～転ばないための環境づくり～ リハビリ教室、講習会 
 6月29日 介護予防トレーニングについて リハビリ教室、講習会 
 9月21日 上手な身辺介助の仕方とポイントについて リハビリ教室、講習会 
 10月5日 上手な介助方法の実際（実技指導） リハビリ教室、講習会 
 11月10日 ロコモティブシンドロームについて 家族介護教室、講習会 
 11月30日 膝関節痛について リハビリ講座、講習会 
 12月7日 膝関節痛に対する予防について リハビリ講座、講習会 

宮本 智彦 1月28日 肩関節痛に対する予防について リハビリ講座、講習会 
 7月20日 腰痛に対する予防について リハビリ講座、講習会
 
友成 美貴 8月17日 寝たきりが招く様々な症状とその予防法 リハビリ講座、講習会 

座長､司会等／2011年1月～12月
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脇町川島クリニック鳴門川島クリニック鴨島川島クリニック

川島病院　ケアハウスあすか

川島病院 2012年6月14日撮影

■治験

●川島病院 第Ⅱ相試験　1件
 第Ⅲ相試験　6件

■製造販売後調査

●川島病院　14件
●鴨島川島クリニック　2件
●鳴門川島クリニック　1件

安田建三さん（診療放射線技師）

治験、製造販売後臨床試験、疫学調査／2011年1月～12月

個人表彰

主たる行事／2011年9月～2012年8月

医療法人　川島会

多年にわたる放射線技師としての功労に対し、県知事表彰がなされました。

1月

2月

3月

4月

5月

6月

7月

8月

9月2011

2012

10月

11月

12月

第10回川島ホスピタルグループ震災対策会議
KHG研究・活動テーマ発表会

入職式
新入職員導入教育

職員歓送迎会
職員親睦旅行（～5月）

とくしまマラソン

病診連携会議

第2回市民公開講座

川島病院連　阿波踊り参加
職員親睦行事（バーベキュー）

川島ホスピタルグループ広報誌9号発行

病院機能評価受審
病診連携会議

第14回健康福祉フェスタ

忘年会

大規模震災防災訓練
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